iStorage NS の共有領域を管理する 


3 iStorage NS の共有領域を管理する 


♦ ユーザーが 使用できる容量を制限する 

♦ ファイルの拡張子で書き込みを制限する 

♦ ディスク使用状況のレポートを作成する 

♦ 複数サーバーの共有フォルダを統合する (DFS) 

♦ ディスクスペースを有効活用する 

♦ シャドウコピー 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.1 ユーザーが使用できる容量を制限する 

クォータを使用することにより、 iStorage NS 上で選択したフォルダに対する領域の使用量を制限、監視す 
ることができます。 


制限の方法には、ボリュ'~ムとフォルダ単位で領域の制限を行うファイルサ'ーパ'~ リソ_ ースマネ 1 —ジャの 
クォータと、ボリューム単位でユーザーごとに領域の制限を行うディスククォータの2種類があります。 


3.1.1 ファイルサーバーリソースマネージャのクォータを設定する 


ここでは、 D:¥soumu 配下のフォルダ容量を100 MB に制限する手順について説明します。 

【注意】. C:¥WIND0WS については、 [ハードクォータ] の設定はできません。 

• SIS を有効にしているボリュ'ームに対しては、クォ'ータを設定することはでき 
ません。 

\ _ 






1. 管理者メニューの[ファイル サーバー リソース マネージャ] をクリックします。 


邮管理者メニュ- 


-inlxj 


全般 


交 

エクスプローラ 

エクスプローラを起勅できます。 


コマ VH •ブロソづ卜 

コマンドブロンブトを起勅できます。 


ベイント 

ベイントを起動できます。 


メモ 帳 

メモ帳を起勅できます。 


コンピュータの 管理 

コンビュータの f 理を起勅できます。 


システム 

コンビュータのブロパティを確認で•ぎます。 


Windows ヘルプとサボート 

Windows ヘルプとサボートを起動できます。 


役割/機能 


欠 

共有と記憤域の管理 

SMB 共有、 NFS 共有を管理できます。 


iise.o マネージャ 

FTP 共有を管理できます。 


ns7.o マネージャ 

HTTP 共有を菅理できます。 


NFS 用 サービス 

NFS サーバーを菅理できます。 



NFS の D マッピングを確認で•きます。 



記憶域の容畺制限、拡張子制限、使用状況確1 

2等ができま 


」 す。 


イ'ノデックスのオブ■シ3ソ 

ファイル検索を高速化するためのインデックスを管理できます。 

DFS の首理 

分散ファイルシス亍ムを管理できます0 


印刷の管理 

ブリントサーパーを f 理できます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


2. [クォータの 管理]を展開し、 [クォータ] を選択後に右クリックして表示されるメニューから、 [クォ 
一夕の作成]をクリックします。 


It ファイルサーバーリ'ノースマネージャ 


ファイル (F ) 棟作 ( A ) 表示( V )ヘルプ ( H ) 

<^| 0 




fH I Q H 


^ ノア1ルリシースマ不ージや ID —ナ|フィル々： すべ 

日れ 


J ウォ 

田ファイルス 
記悄域レ 


g 


M 余/ TCulAifekK ♦爪 … 


表示(V) 


ヘルプ (H) 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [クォータの作成]画面が表示されますので、必要な項目を設定し、[作成]ボタンをクリックします。 



項 目 

説 明 

クォータのパス 

クォータを設定するフォルダのフルパスを設定します。 

パスにクォータを作成する 

指定したフォルダに対し、クォ^ータを設定します。 

既存と新規のサブフォルダに 

自動でテンプレート適用とク 

ォータ作成を行なう 

指定したフォルダのサブフォルダに対し、クォータを設定します。 

クォ'ータのテンプレ^ー トから 

プロパティを取得する 

配下の一覧より項目を選択します。 

カスタムクォータのプロパテ 

ィを定義する 

[カスタムプロパティ]ボタンをクリックし、設定を行ないます。 

クォータのプロパティの概要 

設定されたプロパティが表示されます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.1.2 クォータのテンプレート作成 

ここでは、ファイルサーパーリソースマネージャのクォータで 使用するテン プレー トを作成する手順につ 
いて 説明します。 

1. 管理者 メニューの[ファイルサーバーリソースマネージャ]をクリックします。 



2. [クォータの 管理] を 展開し、 [クォータのテンプレート]を 選択後に右クリックして表示されるメニ 
ュ ーから、 [クォータテンプレートの 作成] を クリックします。 


it ファイルサーパーリソースマネージャ 


ファイル ( F ) 悚作⑻表示( V )ヘルブ ( H ) 

♦峰 I 力「圍| □圃 


&ファイルサーバーリソースマネージや（□一戈 

日ぶクォータの音理 
今 クォータ 


田 


g 


■las 


I クォータのテンブレ-卜 
迓100 MB 制限 


'司 200 GB ボリュームの f 
JB 制限 （50 M 


卞 [も 1 w 

VIB 抗張制限 

表示( V ) ► 

昍の共有の監: 

ヘルブ ( H ) 

卜ぺ200 MB ? 
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iStorage NS の共有領域を管理する 

3. [クォータテンプレートの作成]画面が表示されますので、必要な項目を設定します。しきい値を設 
定しない場合、 [OK] ボタンをクリックして作業は完了です。しきい値を設定する場合、[追加]ボタ 
ンをクリックします。 



項 目 

説 明 

テンプレート名 

テンプレート名を設定します。 

ラベル 

ラベルを設定します。 

制限値 

制限値を設定します。 

ハードクォータ 

設定値を超えてファイルを書き込むことは不可能と設定します。 

ソフトクォータ 

設定値を超えてもファイル書き込みが可能と設定します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


4. [しきい値の追加]画面が表示されますので、必要な項目を設定して [ OK ] ボタンをクリックします。 
各タブの説明については以下に記載します。 

【電子メールメッセージ】 



項 目 

説 明 

使用率(％)が次に達したら、 

通知を生成する 

しきい値をパーセントで設定します。 

次の管理者に電子メールを 

送信する 

管理者に電子メールを送信する場合に設定します。その場合、配下の入 

カフイールドにメールアドレスを設定します。 

しきい値を超えた ユーザー 

に電子メ . ー ルを送信する 

ドメイン環境でご利用の場合 、 Active Directory へ登録している電子メー 

ルアドレスへ電子メールを送信する際に設定します。 

件名 

電子メールのタイトルを設定します。 

メッセージ本文 

電子メールの本文を設定します。 

テキス トに揷入する変数を 

選択してください 

変数を選択し、[変数の揷入]ボタンをクリックすると[メッセージ本文] 

に揷入します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


【イベントログ】 



項 目 

説 明 

イベントログへ警告を送信 

イベントログへ警告メッセージを送信する場合に設定します。 

ログエントリ 

警告メッセージで表示する内容を設定します。 

テキストに揷入する変数を 

選択してください 

リストに表示される変数を[変数の揷入]ボタンで上記の設定項目に設 

定します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


【コマンド】 



項 目 

説 明 

コマンドまたはスクリプト 

の実行 

実行するコマンド、スクリプトを設定します。 

コマンド引数 

コマンドに引数がある場合、設定します。 

コマンドの実行 

セキュリティレベルを設定します。 

Local Service , Network Service , Local System から選択します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


【レポ'ート】 



項 目 

説 明 

レポ 1 ー トの生成 

レポートを生成する場合に設定します。その場合、配下の[生成するレポ 

ートの選択]項目で生成するレポートを選択します。 

[選択したレポートの表示] 

ボタン 

[生成するレポートの選択]項目で選択したレポートを表示します。 

次の管理者にレポートを 

送信する 

管理者に電子メールでレポートを送信する場合に設定します。その場合、 

配下の入カフイールドにメールアドレスを設定します。 

しきい値を超えた ユーザ 

一にレポートを送信する 

ドメイン環境でご利用の場合 、 Active Directory へ登録している電子メー 

ルアドレスへ電子メールを送信する際に設定します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.1.3 ディスククォータを設定する 

ここでは、ディスククォータを設定する手順について説明します。 

【注意】 sis を有効にしているボリュ 1 —ムに対しては、ディスククォ'—夕を設定することは 
できません。 

1. 管理者 メニューからエクスプローラを 起動します。 

2. 対象ボリュームを右クリックし、 [プロパティ] を選択します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. プロパティ画面で[クォータ]タブを開いて[クォータの管理を有効にする]のチェックボックス 
を有効にし、必要に応じて他の項目を設定して [0 K ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.2 ファイルの拡張子で書き込みを制限する 

ファイルスクリーン機能を使用すると、ファイルの拡張子によって、指定したフォルダに対しての書込み 
を制限することができます。 

3.2.1 ファイルスクリーンを設定する 

ここでは、ファイルスクリーンを設定する手順について説明します。 


(f - 

【注意】 C :¥ と C :¥ WINDOWS にファイルスクリーンを設定する場合は、ファイル監視の 
みを行う [パッシブ スクリーン]だけが設定可能です。 


1. 管理者 メニューの[ファイルサーバーリソースマネージャ] をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


2. [ファイルスクリーンの 管理]を展開し、 [ファイルスクリーン] を選択後に右 クリックして 表示され 
るメニューから、 [ファイルスクリーンの 作成] を 選択します。 


屋 t ファイルサーバーリソースマネージャ 


ファイル (F ) 悚作 ( A ) 表示( V )ヘルブ ( H ) 


〇岭 | [to I u |6 id 


^ ファイルサーハーリシースマネーソゃ（ローブ 

田 以 クォータの音理 
日 於 ファイルスクリーンの音理 


ファイル スりリい 


2 ファイルス ウリィ 
n ファイルヴル'-: 
g 記 is 域レポ-卜の1 


フィルタ: すべての表示: 0頂目 


ファイルスクリーンの.. . Iスクリーン処 ... Iフ7イル0ル—ブ 


ファイルスクリーンの作成⑹ 


/tiTt /w-yuw!7j- TiTTOrn.. 

最新の惜報に更新 ( R ) 


表示(V) 


ヘルブ (H) 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [ファイル スクリーンの作成]画面が表示されますので、必要な項目を設定し、[作成]ボタンをクリ 
ックします。 



項 目 

説 明 

ファイルスクリーンのパス 

ファイルスクリーンを設定するフォルダのフルパスを設定します。 

ファイルスクリーンのテンプレ 

ートからプロパティを取得する 

配下の一覧より項目を選択します。 

カスタムフアイルスクリーンの 

プロパティの定義 

[カスタムプロパティ]ボタンをクリックし、設定を行ないます。 

ファイルスクリーンのプロパテ 

ィの概要 

設定されたプロパティが表示されます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.2.2 ファイルスクリーンのテンプレート作成 

ここでは、ファイルスクリーンのテンプレートを作成する手順について説明します。 

1. 管理者 メニューの[ファイルサーバーリソースマネージャ]をクリックします。 



2. [ファイル スクリーンの管理]を展開し、 [ファイル スクリーンテンプレート]を選択後に右クリ 
ックして表示されるメニューから 、[ファイル スクリーンテンプレートを 作成] をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [ファイル スクリーンのテンプレートの作成]画面が表示されますので、必要な項目を設定して [ OK ] 
ボタンをクリックします。 


【設定】 



項 目 

説 明 

テンプレート名 

テンプレート名を設定します。 

アクティブスクリーン処理 

許可していないファイルを保存することは不可能と設定します。 

パッシブスクリーン処理 

許可していないファイルも保存することを可能と設定します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


【電子メールメッセージ】 



項 目 

説 明 

次の管理者に電子メールを 

送信する 

管理者に電子メールを送信する場合に設定します。その場合、配下の入 

カフイールドにメールアドレスを設定します。 

承認されていないファイル 

を保存しようとしたユーザ 

一に電子メールを送信する 

対象ユーザーへ■電子メールを送信する場合に設定します。 

件名 

電子メールのタイトルを設定します。 

メッセージ本文 

電子メールの本文を設定します。 

テキストに揷入する変数を 

選択してください 

リストに表示される変数を[変数の揷入]ボタンで[管理者の電子メー 

ルアドレス]入カフィールド、[件名]、[メッセージ本文]の項目に設定 

します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


【イベントログ】 



項 目 

説 明 

イベントログへ警告を送信 

イベントログへ警告メッセージを送信する場合に設定します。 

ログエントリ 

警告メッセージで表示する内容を設定します。 

テキストに揷入する変数を 

選択してください 

リストに表示される変数を[変数の揷入]ボタンで上記の設定項目に設 

定します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


【コマンド】 



項 目 

説 明 

コマンドまたはスクリプト 

の実行 

実行するコマンド、スクリプトを設定します。 

コマンド引数 

コマンドに引数がある場合、設定します。 

コマンドの実行 

セキュリティレベルを設定します。 

Local Service , Network Service , Local System から選択します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


【レポ 1 ー ト】 



項 目 

説 明 

レポ 1 —卜の生成 

レポートを生成する場合に設定します。その場合、配下の[生成するレ 

ポートの選択]項目で生成するレポートを選択します。 

[選択したレポートの表示] 

ボタン 

[生成するレポートの選択]項目で選択したレポートを表示します。 

次の管理者にレポートを送 

信する 

管理者に電子メールでレポートを送信する場合に設定します。その場 

合、配下の入カフイールドにメールアドレスを設定します。 

承認されていないファイル 

を保存しようとしたユーザ 

一にレポートを送信する 

対象ユーザーへ■電子メールでレポートを送信する場合に設定します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.3 ディスク使用状況のレポートを作成する 

記憶域レポートは、ディスク使用状況をレポート化します。スケジュールを設定して自動的にレポートの 
作成を行うことや、作成したレポートをサーバー管理者にメールで送信することもできます。 

3.3.1 記憶域レポートを設定する 

ここでは、記憶域レポートをサーバー管理者のメールアドレス宛に送付する手順について説明します。 
記憶域レポートをサーバー管理者のメールアドレス宛に送付するには以下の設定を行います。 


【手順】 

1. メールアドレスを設定する 

2. 記憶域レポートを設定する 

3 . 3 . 1.1 メールアドレスを設定する 

1. 管理者メニューの[ファイルサーバー リソース マネージャ] をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


2. [ファイルサーバー リソース マネージャ] を右クリックし、 [オプションの 構成]を選択します。 


屋 t ファイルサーバーリソースマネージャ 

ファイル ( F ) 悚作 ( A ) 

表示 ( V ) ヘルブ ( H ) 


S 

ほ 1 QI 囿 



ファイルサ'••パ '- 1 JV 


田々クオ'-⑽音理 
田皆ファイルスクリ—二 
悄域レポ '- M 


別の]ンピュー占へ格続 ( C ).. 


オプション©橘成(0).. 


表示( V ) 


-覧のエクスポート ( L >.., 


ヘルブ ( H ) 


I 管理 

0リ~ン①苷理 
/ボートの®理 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [ファイルサーバー リソース マネージャのオプション] 画面で必要な項目を設定し、 [0 K ] ボタン 
をクリックします。 



^-^ 

【注意】[既定の“差出人”電子メールアドレス]に設定したメールアドレスは、送付される 

メールの送信者アドレスとなりますので、適切なアドレスを入力してください。 

V J 


項 目 

説 明 

SMTP サーバー名 または IP 

アドレス 

電子メールサーバーのアドレスを名前または IP アドレスで指定しま 

す。 

管理者である既定の受信者 

既定となる受信者を指定します。ここで設定したメールアドレスが 

[Admin Email ] に対応します。 

既定の”差出人”電子メールア 

ドレス 

電子メ _ —ル送信時の送信者となる電子メ ' ールアドレスを指定します。 

テスト電子メールの送信 

設定が正しく行なわれているか、テストを実施します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.3.1.2 記憶域レポートを設定する 

ここでは、記憶域レポートを設定する手順について説明します。 


管理者 メニューの[ファイルサーバーリソースマネージャ]をクリック します。 


热音理者メニュ- 


全般 


欠 


エクスプローラ 
コマ VF ブロソゴト 

ペイント 

メモ帳 

コンビュータの管理 

システム 

Windows ヘルブとサボート 


エクスプローラを起動できます。 

コマンドブロンプトを起勅できます。 

ベイントを起勅できます。 

メモ帳を起觔できます。 

コンビュータの菅理を起動できます。 
コンピュータのブロバ亍ィを確認でぎます。 
Windows へルブとサポートを起動できます。 


役割/機能 


ち 

共有と記惶域の管理 

SMB 共有、 NFS 共有を管理できます。 


DS6.0 マネづャ 

FTP 共有を菅理できます。 


1137.0マネージャ 

HTTP 共有を菅理できます。 


NFS 用サービス 

NFS サーバー綠理できます。 



NFS の D マッピングを確認できます。 



記憶域の容量制限、拡張子制限、使用状況確! ■ 
す。 

2等ができま 

インデックスのオブシ3ン 

ファイル検索摘速化するためのインデックスを菅理できます。 

DFS の管理 

分敗ファイルシステムを管理できます。 


印刷の首理 

プリントサーパー槐理できます。 






2. [記憶 域レポートの管理]を右クリックし、 [新しい レポートのタスクの スケジュール] を選択します。 


it ファイルサーバーリソースマネージャ 


ファイル ( F ) 悚作 ( A ) 表示( V )ヘルブ ( H ) 

◊ fir 園 I B「h 


^ ファイルサーバーリソースマネージや（ローナ 

田# クォータの管理 
田 部) ファイルスクリーンの管理 


記悄域レポ'-卜の音!^ 


I レポ'-トタスク対象 


I スケジュール m 


新しいレポートのタスクのスケジュール ( S ). 


レポートを今すく••生成する⑹... 
最新 ( D 情報に更新 ( R ) 

表示( V ) 

ヘルブ ( H ) 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [記憶域レポートタスクのプロパティ]画面でレポートと形式を選択し、[追加】ボタンをクリック 
します。 



項 目 

説 明 

レポ 1 ー トするボリュ' —ムとフオ 

ルダの選択 

レポート対象とするフォルダを設定します。 

[生成するレポートの選択]画面 

各レポートが表示されます。 

[選択したレポートの表示]ボタン 

設定したレポートの内容が表示されます。 

レポ'ートの形式 

レポートのファイル形式を指定します。 
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〖Storage NS の共有領域を管理する 


• 各レポートの説明については以下の通りとなっています。 


レポ'一卜 

説 明 

クォータの使用率 

ディスク領域の利用状況が一定のレベルを超えたクォータの一覧を表示し 

ます。このレポートを使って、クォータがまもなくレベルを超えるかをすば 

やく判断し適切な操作を行うことができます。 

フアイルグループごと 

のファイル 

ファイルグル 1 ープごとにファイルを一覧表示します。このレポ'—卜を使って 

ファイルグループの使用状況パターンを監視し、大量のディスク領域を占め 

ているファイルグループをすばやく判断することができます。これはサー 

バーでどのようなファイルスクリーン処理ポリシーを構成するかを決定す 

るのに役立ちます。 

フアイルスクリーン処 

理の監査 

指定した期間におけるサーバー上のファイルスクリーン処理の監査のイべ 

ントを一覧表示します。このレポ'—卜を使って、スタリ'ーン処理ポリシ 1 —に 

違反しているアプリケーシヨンやユーザーをすばやく判断することができ 

ます。 

大きいサイズのフアイ 

ノレ 

指定したサイズ以上のファイルを一覧表示します。このレポートを使ってサ 

ーバー上で最も多くのディスク領域を消費しているファイルをすばやく判 

断することができます。これは、ディスク領域を大量に直ぐに空けるのに役 

立ちます。 

所有者ごとのファイル 

ファイルを所有するユーザー順にファイルを一覧表示します。このレポート 

を使って、サーバーのパターンを理解し、大量のディスク領域を使用してい 

るユーザーをすばやく判断することができます。 

最近アクセスされてい 

ないファイル 

最近アクセスされていないファイルを一覧表示します。このレポートを使っ 

て、古いファイルを削除するかアーカイブするかをすばやく判断することが 

できます。これはあまり使われていないディスク領域を空けるのに役立ちま 

す。 

最近アクセスしたファ 

イル 

最近アクセスしたファイルを一覧表示します。このレポートを使って、常に 

利用することが必要な頻繁に使われたデータを判断することができます。 

重複しているファイル 

重複していると思われる（名前、サイズ、最終更新日時が同じ）ファイルを 

一覧表示します。このレポートを使って、重複により無駄となっているディ 

スク領域をすばやく判断し、空けることができます。 
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4. [フォルダの参照]画面でフォルダを設定し、 [0K] ボタンをクリックします。 



5. [配信]タブを開いてレポートの送信先ァドレスを指定します。サーバー管理者に送信したい場合は、 
デフオルト時の [Admin Email] のままで問題ありません。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


6. [スケジュール] タブを開いて [スケジュールの 作成]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


7. [新規]ボタンをクリックしてスケジュールを設定し、 [0K] ボタンをクリックします。 



項 目 

説 明 

スケジュールのリスト 

設定済みのスケジュールが表示されます。 

タスクのスケジュール 

スケジュールの単位を選択します。 

開始時刻 

スケジュールの開始時刻を設定します。 

間隔 

日単位の間隔を設定します。 

複数のスケジュールを表 

示する 

[スケジュールのリスト]項目の表示が一覧表示に変更されます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


8. [〇 K ] ボタンをクリックします。 



出力されるレポート名について 

出力されるレポートのファイル名の形式は、[レポート名+年月日+時分秒+拡張子]となります。 
以下にレポ'ートと対応するレポ'ート名を示します。 


レポート 

レポート名 

クォータの使用率 

QuotaUsage **_ 

ファイルグループごとのファイル 

FilesByType **_ 

ファイルスクリーン処理の監査 

FileScreenAudit **_ 

大きいサイズのファイル 

し argeFiles ** 一 

所有者ごとのファイル 

FilesbyOwner **_ 

最近アクセスされていないファイル 

し eastRecentlyAccessed ** 一 

最近アクセスしたファイル 

MostRecentlyAccessed **_ 

重複しているファイル 

DuplicateFiles **_ 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.4 複数サーバーの共有フォルダを統合する (DFS) 

システム管理者が分散ファイルシステム (DFS : Distributed File System) を使用すると、ネットワーク 
上に物理的に分散しているファイルへのアクセスと、それらのファイルの管理を行える環境をユーザーに 
提供できます。 DFS では、複数のサーバーに分散しているファイルが、ネットワーク上の1つの場所に配 
置されているように見えます。ユーザーは、ファイルの物理的な場所を指定しなくても、目的のファイル 
にアクセスできます。 

f \ 

【補足】 [DFS の管理]の画面操作は、「名前空間」と「レプリケーシヨン」に分かれます。 

名前空間は、 DFS のルートの作成•管理を行います。 

レプリケーシヨンは複製物の作成.管理を行います。 

V _ ^ 






【注意】ドメインベースの DFS 名前空間を利用する場合、名前空間サーバー、フォルダターゲッ 
トサーバー、クライアント PC は同じドメインに属する必要があります。 
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3.4.1DFS 名前空間 

DFS 名前空間により、散在するファイル サーバーを 統一された名前空間の配下にまとめることができます。 
また、 一つの DFS リンク （ターゲットを 持つ DFS フォルダ）から、同ー ファイルのコピーを 持つ複数の サ 
ー パー（フォルダーターゲット） を 紹介することにより、耐障害性が高まります。 


DFS 名前空間 フォルダターゲット 



上記の図の例の場合、クライアント PC からは、以下のどちらかの共有パスで、 DFS 名前空間経由で共有 
フォルダにアクセスします。 

.¥¥DomainA¥Public¥DfsFolder¥Link (先頭が¥¥ドメイン名。ドメインモードの DFS の場合のみ。） 
• ¥¥ServerA¥Public¥DfsFolder¥Link (先頭が ¥¥ サーバー名。） 

ドメインモードの DFS にて、複数の名前空間サーバーを用意し、 DFS 名前空間の耐障害性を上げる場合 
は、必ず前者の共有パスを利用してください。 

上記の例で、クライアント PC から DFS 経由で ¥¥DomainA¥Public¥DfsFolder¥Link の配下のファイル 
一覧を参照すると、 ¥¥ServerB¥ShareB または ¥¥ServerC¥ShareC の配下のファイルー覧が見えます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3 . 4 . 1.1 名前空間の新規作成 


1 . 


管理者 メニューの [DFS の管理]をクリックします。画面右側の操作ウィンドウに各種操作項目 
が表示されますので、[新しい名前空間]をクリックします。 




全般 


エクスプローラ 
コマンドブロンブト 

ペイント 

メモ帳 

コンピュータの管理 

システム 

Windows ヘルブとサボート 

役割/機能 


エクスプローラを起動できます。 

コマンドブロンブトを起動できます。 

ベイントを起勅できます。 

メモ帳を起觔できます。 

コンビュータの f 理を起動できます。 

コンビュータのブロ)彳ティを確認できます。 
Windows ヘルプとサポート雄射]できます。 


(S> 


共有と記憶域の首理 

DS 6 . 0 マネージャ 

DS 7 . 0 マネージャ 

NFS 用サービス 

ADSIX ディタ 

ファイルサーバーリソースマネージャ 


インデックスの才つ 


DFS の管理 


I 印刷の首埋 ブリントサーバーを i 


SM 日共有、 NFS 共有を f 理できます。 

FTP 共有を f 理できます。 

HTTP 共有を菅理できます。 

NFS サーバーを菅理できます。 

NFS の D マッピングを確認できます。 

記憶域の容量制限、拡張子制限、使用状況確認等ができま 
す。 

ファイル検索を高速化するためのインデックスを菅理できます。 
分敗ファイルシステムを管理できます。 

を官理でぎます。 


z\ 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


2. [新しい名前空間 ウイザード] が起動します。 [サーバー] 欄に名前空間をホストする サーバー 名を 
入力します。入力が完了したら、 [次へ] ボタンをクリックします。 



[次へ]ボタンをクリックした後で、「このサーバーで分散ファイルシステムサービスが実行されて 
いません。……」と警告メッセージが表示されることがあります（主に初回作成時に表示されま 
す)。[はい]をクリックして、サービスを開始してください。 


普告 





このサ勺卜上で分散ファイルシステムサービスが実行されていません。 
サ-ビスの閉始状態を自勒(こ設定して、 P 月始しますか 7 


はい( V ) J — いいぇ ( N ) _ 

f \ 

【補足】ドメインベースの DFS の場合、名前空間サーバーを複数設定することができます。 

名前空間サーバーを追加すると、 DFS 名前空間の耐障害性が向上します。 

本書の 【 3.4.1. 4 名前空間サーバーを追加す る 】を参照してください。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [名前空間の名前と設定]の画面に切り替わります。 

[名前]欄に、名前空間の名前を入力してください。ローカルパスやアクセス許可の設定を変更す 
る場合には、[設定の編集]ボタンをタリックします。 

デフォルトでは共有フォルダのローカルパスは、 「C:¥DFSRoots¥ "名前空間の名前”」となってい 
ます。また、共有フォルダのアクセス許可は、「すべてのユーザーが読み取り専用アクセス許可を 
持つ」となっています。必要に応じて設定を変更してください。 

名前と設定が終わったら、[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


4. [名前空間の種類]画面に切り替わります。 

作成する名前空間の種類を選択してください。[ドメインベースの名前空間]は、サーバーがドメ 
インに参加していないと選択できません。 [Windows Server 2008 モードを有効にする】のチェッ 
クを有効にすると、 DFS 名前空間でアクセスベースの列挙を使用できます。 

選択が終わったら、[次へ]ボタンをクリックします。 



f 




【補足】ドメインベースの名前空間で Windows Server 2008 モードを使用するには、ドメイ 
ンと名前空間で次の最低要件を満たす必要があります。 

• フォレストの機能レベル： Windows Server 2003 以上のフォレスト機能レベルを 
使用。 

• ドメインの機能レベル： Windows Server 2008 ドメインの機能レベルを使用。 

• すべての名前空間サーバーが、 Windows Server 2008 であること。 


V 


ノ 
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r 




V 


【補足】 DFS 名前空間の耐障害性について 

• スタン ドア ロンの 名前空間の場合、その DFS サーバーが停止すると、 DFS 名前空間 
が利用不可になります。耐障害性はありません。 

• ドメインベースの名前空間の場合、名前空間サーバーを追加することができます。 
複数の名前空間サーバーを設定し、かつ、「¥¥ドメイン名¥名前空間のルート名」の 
形式でクライアントからアクセスすることで耐障害性が向上します。 


ノ 


f 


V 


【補足】 DFS 名前空間におけるアクセスベースの列挙 (ABE) について 

DFS 名前空間が Windows Server 2008 モー ドの場合、 DFS 名前空間 内の DFS リンク 
(ターゲットを 持つフォルダ）に設定された ACL によって、アクセス権がない DFS リ 
ンクを ユーザーから 隠すことができます。 

DFS リンクの ACL 設定と、 DFS 名前空間の ABE の有効/無効の切り替えは、 

DFSUTIL.EXE コマンドを使用します。 




ノ 


【注意】ホストできる名前空間の数について 

iStorage NS では、 1 つのスタン ドア ロンの 名前空間と、 複数の ドメイン ベースの 名前 
空間をホストできます。 


115 

























iStorage NS の共有領域を管理する 


5. [設定の確認と名前空間の作成]画面に切り替わります。[名前空間の設定]欄に、設定した内容が 
表示されます。設定内容を確認してください。設定内容が正しい場合は、[作成]ボタンをクリツ 
クします。 
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6. [作成] ボタンを クリックすると、[確認]画面に切り替わり、名前空間が作成され ます。 正常に作 
成される と、 [タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示され ます。 [エラー]タブの画面 
には、 「エラーはありません」と表示され ます。 
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[ エラー ] タブの画面には、名前空間の作成が エラーに なった場合、詳細な エラー 内容が表示され 
ます。内容を確認の上、設定を見直し、再度作成してください。 



設定完了後、「このサーバー上で分散ファイルシステムサービスが実行されていません。サービス 
の開始状態を自動に設定して、開始しますか？」と警告メッセージが表示されることがあります。 
この場合は、[はい]をクリックして、サービスを開始してください。 




菅告 


このサーパー上で分散ファイルシステムサービスが実行されて〇ません。 
^ サービスの閉始状態を自助に設定して、 P 月始しますか？ 


はい (Y) | いいえ (N) 
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7. コンソール ツリーに名前空間が表示されたことを確認してください。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.4.1.2 フォルダの 新規作成 

1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、名前空間をクリックします。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、 [新しいフォルダ] をクリックしま 
す。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


2. [新しいフォルダ]のウインドウが表示されますので、フォルダの名前を入力します。ターゲット 
を持たない空のフォルダを作成する場合は[追加]ボタンを押さずに [0K] ボタンをクリックし 
ます。ターゲットを持つフォルダを作成する場合は、[追加]ボタンを押し、手順3に進みます。 



- - ——— -了--- 今 

【注意】サブフォルダを作成できるのは、空のフォルダの配下だけです。 

^ — ぶ 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [追加]ボタンをクリックすると、[フォルダターゲットを追加]ウインドウが表示されます。[フォ 
ルダターゲットへのパス]にパスを入力し、 [0K] ボタンをクリックします。なお、[参照]ボタン 
をタリックすると、作成済みの共有フォルダの選択や共有フォルダの新規作成が行えます。 
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4. [新しいフォルダ]のウインドウに戻ります。 [OK] ボタンをクリックします。[追加]ボタンをクリ 
ックして続けてフォルダターゲットを指定することもできます。 



5. コンソールツリー、[名前空間]タブにフォルダが追加されたことを確認します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.4.1.3 フォルダターゲットを追加する 

1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、追加するフォルダを選択します。 

画面右側操作ウインドウに各種操作項目が表示されますので、 [フォルダ ターゲットを追加]をク 
リックします。 



2. [新しい フォルダタ' —ゲット]ウインドウが表不されます。 [フォルダタ' ーゲットへの パス] に パス 
を入力し、[〇 K] ボタンをクリックします。なお、[参照]ボタンをクリックすると、作成済みの共 
有 フォルダの 選択や共有 フォルダの 新規作成が行えます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [フォルダ ターゲット ] タブにエントリ（フォルダ ターゲット） が追加されたことを確認します。 



フォルダターゲットが追加された後、レプリケーシヨンのポップアップウインドウが表示される 
ことがあります。レプリケーシヨングループを作成する場合には、[はい]をクリックしてくださ 
い。レプリケーシヨングループ作成のウイザードが起動します。操作手順は、本書の 【 3 A 2.3 レ 
プリケートフォルダ ウイザード 】を参照してください。[いいえ]を選択すると、 [ DFS の管理]画 
面に戻ります。 


レブ 1 J ケーシヨン 




クルり刪し 乙 これらのフォル ダタ，卜の同麵祕 

レブリケーンョングルーブを作成しますか？ 


はい⑺ I いいえ ( N ) 


125 


















































iStorage NS の共有領域を管理する 


3.4.1.4 名前空間サーバーを追加する 

名前空間サーバーをドメインベースの名前空間に追加する場合にこの操作を行います。スタンドアロンの 
名前空間ではこの操作はできません。 

1. 画面左側コンソールツリーに表示されている、サーバーを追加するドメインの名前空間を選択し 
ます。画面右側操作ウインドウに[名前空間サーバーを追加]が表示されますのでタリックします。 



2. [名前空間サーバーを追加]ウィンドウが表示されます。[名前空間サーバー]に追加するサーバー 
名を入力し、 [0K] ボタンをクリックします。 


名 W 空囿サーパーを追加 


名前空間 ( N ): 


|¥¥do ma in2008 jqnes r\ec co m¥ Pub 

|filesv3 | _ 参照 _ 


共有フォルダへのパス ( E ): 


|¥¥filesv3¥Pub 


溫■藏 ® セ# f 凝、共有遞 


[設定® S 驅 :..….% 


0 K | _キゃンセル_ 
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3. [設定の編集]ボタンをクリックすると、ローカルパスや共有フォルダへのアクセス許可など、共 
有フォルダの設定を変更することができます。 


設定の編集 


名前空間サーバー ㈨ ： 
ftilesv3 

共有フォルダ®: 

[Pub 

共有フォルタの□一カルパス ( U : 

|C ： ¥DFSRoots¥Pub _ 参照 (0)... _ 


共有フォルダのアクセス許可 (£): 

^すべての： L ーザーが読み取り専用アクセス許可を持つ(扭 

C すべてのユーザーが!売み取り/香き込みアクセス許可を持つ(蚣 

r 管理者はフルアクセス榷を、その他の n ーザーは読み取り専用アク t 
ス許可を持つ (© 

r 管理者はフルアクセス榷を、その他のユーザーは読み取り/害き込み 
アクセス I 午可■を持つ ( M ) 

c カスタムのアクセス i 午可を使用 ( y ): カスタマイズ®」 


OK j _キャンセル_ 


4. 進行状況のウインドウが表示されることがあります。エラーとなった場合は、[詳細]をクリック 
し、詳細情報を確認して設定を見直してください。 

5. [名前空間 サーバー] タブにエントリが追加されたことを確^^します。 
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3.4.1.5 DFS 名前空間におけるアクセスベースの列挙 (ABE) 

DFS 名前空間におけるアクセスベースの列挙 (ABE: Access-based Enumeration ) とは、 DFS 名前空間内 
の DFS リンク（フォルダターゲットが設定されているフォルダ）に ACL を設定しておき、ユーザーがア 
クセスする際に、 ACL によってアクセスできない DFS リンクを一覧から隠す機能です。 

f \ 

【補足】 DFS 名前空間におけるアクセスベースの列挙 （ABE) は、以下の場合に利用可能です。 

• Windows Server 2008モードのドメインベースの名前空間 

• Windows Server 2008のスタンドアロンの名前空間 


ABE の 設定は、 コマンドプロンプトにて DFSUTIL.EXE コマンドを 使用します。 

以下の手順で DFS 名前空間の ABE を有効にします。 

1. ABE を有効にする。 

dfsutil.exe property abde enable ¥¥domain¥public 

2. ABE が有効になったことを確認する。 

dfsutil.exe property abde ¥¥domain¥public 
(DFS 名前空間のルート名を指定します > 

3. DFS リンクに ACL を設定する。 

dfsutil.exe property acl deny ¥¥domain¥public¥link ”domain¥Restricted Group’’:F 
( この例では Restricted Group のユーザーからは、一覧に link が見えないようにします ) 

4. DFS リンクの ACL を確認する。 

dfsutil.exe property acl ¥¥domain¥public¥link 


/T 




【注意】 ABE で表示されないようにするには、最低限「読み取り」操作ができないように ACL を 
設定する必要があります。 
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3.4.2 DFS レプリケーシヨン 

DFS レプリケーシヨンは、複数のサーバー間のフォルダを双方向に複製•同期するマルチマスタレプリ 
ケーシヨンエンジンです。あるサーバー上で生じた変更は、レプリケーシヨングループの他のすべての 
サーバーにレプリケートされます。 
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3.4.2. 1 DFS レプリケーシヨン使用前の注意事項 

• ウイルス対策ソフトウェアベンダーに問い合わせて、使用するウイルス対策ソフトウェアが DFS 
レプリケーシヨンをサポートしていることを必ず確認してください。 

DFS レプリケーシヨンと互換性がないウイルス対策ソフトウェァを使用すると、様々な問題が発生 
する可能性があります。 

• ワークグループでは、 DFS レプリケーシヨンは設定できません。必ずドメインに参加した状態で操 
作してください。 

• レプリケートフォルダは、 NTFS 上にある必要があります。 

• レプリケートグループのメ ン バサーバーは、同じ フォレス ト内であれば同じドメイン内でなくても 
良いですが、異なる フォレス トのサーバーを設定することはできません。 

. hardlink とリパースポイントは複製されません。 

• データベースファイルのように継続的にオープンされ続けているファイルは複製されません。ファ 
イルが クローズ された後に複製が開始されます。 

• 片方向の複製はサポートしておりません。 

• 同時（または短時間内に)、複製されている複数サーバー上の同じファイルに更新処理を行なう運用 
は避けてください。そのような運用では、サーバー間のレプリケー シ ヨン時に競合が発生し、最も 
新しい更新以外は破棄されます。この動作はマルチマスタレブリケー シヨ ンを行なう DFS レプリケ 
ーシ ヨンの仕様の動作となりますが、更新が破棄されたプログラム（または利用者）の観点では、 
意図しないファイル破損に見えることがあります。 

• クォータやファイルスクリーンとの共存は可能ですが、以下を注意してください。 

• レプリケートフォルダにある DfsrPrivate 隠しフォルダは、クォータやファイルスクリー 
ンの影響を受けないようにします。 

• ファイルスクリーンを有効にする前に、すべてのレプリケートフォルダ上にスクリーンさ 
れるファイルが存在しないことを確認します。 

• クォータを有効にする前に、クォータを超過したフォルダがないことを確認します。 

• レプリケートによってクォータを超過すると複製が失敗し、その後継続的に複製をリトラ 
イするために、システムの性能に問題が発生します。 

• ページファイルは複製しないように注意してください。 

. Encrypting File System ( EFS ) で暗号化されたフアイルは複製できません。 
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ドメインコントローラが Windows Server 2003 R 2 以前の OS の 場合、 DFS レ プリ ケーシヨン 
を 設定する前に、 ドメインコントローラの Active Directory スキーマを 更新する必要があります。 
Windows Server 2003 R 2 インストール CD を使って、スキーマ操作マスター 上で 「 adprep.exe 
/ forestprepj を 実行してください。なお、上記実行後、 iStorage NS での DFS レプリ ケーシヨン 設定 
時に、 スキーマ 関連の エラーが 表示される場合は、 ドメインコントローラ、レ プリ ケーシヨンを行 
うメンバサーパーの 順に再起動を行い、数分置いた後で、再度 レ プリ ケーシヨンを 設定してくださ 

い。 

新規レプリケーシヨングループの初期レプリケーシヨンの際、プライマリメンパ上のファイルは他 
のメンバサーパー上のファイルよりも優先されます。初期レプリケーシヨン時にプライマリメンパ 
以外のメンバサーパーにファイルが存在すると、予期しないファイル消失が発生することがありま 
すので、あらかじめ別フォルダに移動しておく等の処置が必要です。 
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3 A . 2.2 レプリケーシヨングループの新規作成 

1. 管理者メニューの [ DFS の管理]をクリックします。画面左側コンソールツリーの[レプリケー 
シ ヨン] をクリックします。画面右側の操作ウインドウに各種操作項目が表示されますので、[新 
しいレプリケーシヨングループ]をクリックします。 


喷音理者メニュ- 


-inlxi 


全般 

欠. 

エクスプローラ 

エクスプローラを起動できます。 

コマ V ドゴロ'ノづ卜 

コマンドブロンブトを起動できます。 

ペイント 

ベイントを起勅できます。 

メモ帳 

メモ帳を起觔できます。 

コンピュータの管理 

コンビュータ®菅理を起勅できます。 

システム 

コンビュータのブロバ亍ィを確認で•ぎます。 

Windows ヘル ブとサボート 

Windows ヘルプとサ ポー トを起動で•きます。 

役割/機能 


共有と記！!域の管理 

SMB 共有、 NFS 共有を管理できます。 

DS 6.0 マネ'- i/r 

FTP 共有を官理できます。 

DS 7.0 マネージャ 

HTTP 共有を菅 5 里できます。 

NFS 用サービス 

NFS サーバーを 菅理できます。 

ADSIX ディタ 

NFS の 1 D マッピングを確認できます。 

ファイルサーバーリソースマネージャ 

記憶域の容量制限、拡張子制限、使用状況確認等がでぎま 
す 。 

しのオブシヨ V 

ファイル栈索摘速化するためのインデックスを f 理できます。 


分敗ファイルシステムを管理でぎます。 


ブリントサーパーを管理できます。 
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2. [新しい レ プリケーシヨング ループウイザード] が起動し ます。 作成する レ プリケーシヨング ルー 
プの種類を選択し[次へ]ボタンをクリック します。ここでは [汎用レプリケーシヨング ループ] 
について 説明し ます。 
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3. [名前およびドメイン]の画面に切り替わります。[レプリケー シ ョングループの名前]、[レプリ 
ケーショングループのオプションの説明]、[ドメイン]を入力し ます。 [ドメイン]には、現在参 
加しているドメイン 名が 表示され ます。 [参照]ボタンをクリックしてドメインを検索して入力す 
ること もできます。 入力が完了したら、 [次へ] ボタンをクリック します。 



134 
























iStorage NS の共有領域を管理する 


4. [レプリケーシヨングループのメンバ]画面に切り替わります。[追綱ボタンをクリックし、レプ 
リケーシヨングループのメンバとなる2つ以上のサーバーを選択します。 
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5. サーバーが2台以上追加されたことを確認し、 [次へ] ボタンをクリックします。 



[サービスの 開始] ウインドウが 表示され ることがあります。このウインドウはインストール 直後 
の 初回作成時な どに 表示され ます。 [0 K ] を クリックし、 サービスを 開始し ます。 


サービス®閎始 




指定したサ4 S —のいくつかで、ウィザードの終了と同時に 
DFS レ:?リケーンヨンサービスの状態が更新されます。孩当す 
るサ勺卜上①サー e: スは実行中およて j 自勖(こ設定されます。 
サーバーの 一M を表示するには mm をクリックして伏さ a 


詳細 (D) 》 


キゃンセル 


A 
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6. [トポロジの選択]画面に切り替わります。選択可能な中からトポロジを選択します。[ハブおよ 
び スポーク] は、 サーバーが 3台以上から選択できるようになります。トポロジを選択し、 [次へ] 
をクリックします。 

• [ハブ アンド スポーク] を選択した場合、手順7「ハブメンバ」画面に進んでください。 

. [フル メッシュ] を選択した場合、手順9「レプリケーシヨングループのスケジュールおよび 
帯域幅」画面に進んでください。 

. [トポロジなし]を選択した場合、手順10 「プライマリ メンバ」 画面に進んでください。な 
お、[トポロジなし]を選択した場合、レプリケーシヨングループの作成完了後に操作ウイン 
ドウの[新しいトポロジ]を用いて、別途トポロジを設定する必要があります。 



[トポロジなし]を選択した場合、「警告」ウインドウが表示されます。 [0 K ] ボタンをクリックし 
た後、「プライマリメンバ」画面に進んでください。 


彗告 


ik 織温 1 r 了し纖•、柳ム ト祕娜 描で、レカケ, 


0K 


137 






























iStorage NS の共有領域を管理する 


7. [ハブメンパ]画面に切り替わります。 

[スポークメンバ]欄より、ハブメンバにするサーバーを選択し、[追力 D ] ボタンをクリックします。 
ハブメンバを設定したら、[次へ]ボタンをクリックします。 
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8. [ハブとスポークの接続]画面に切り替わります。ハブのメンバを確認し、[次へ]ボタンをクリッ 
クします。 
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9. [レプリケーシヨングループのスケジュールおよび帯域幅]画面に切り替わります。帯域幅とスケ 
ジュールを設定します。[スケジュールの編集]ボタンをクリックすると、[スケジュールの編集]画 
面が表示されます。スケジュ'ールの設定は、本書の [3.4.2.5 レプリケ 1 ーシヨンスケジュ 1 — ル 】の 
手順2以降を参照してください。 

完了したら、[次へ]ボタンをクリックします。 
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10. [プライマリメ ンバ] 画面に切り替わります。プルダウンメニューからプライマリメ ンバ にするサ 
ーバーを選び、 [次へ] ボタンをクリックします。 



r 


V 


【注意】 プライマリメンバの設定は、初期レプリケー シヨ ン時のみ利用されます。初期レプリ 
ケー シ ヨンが完了後、プライマリメンバと他のメンバの区別はなくなります。新規レ 
プリケー シヨ ングループの初期レプリケー シヨ ンの際、プライマリメンパ上のファイ 
ルは他のメンパサーバー上のファイルより も 優先されます。初期レプリケー シヨ ン時 
にプライマリメンバ以外のメンバサーパーにファイルが存在すると、予期しないファ 
イル消失が発生することがありますので、あらかじめ別フォルダに移動しておく等の 
処置が必要です。 


ノ 
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11. [レプリケートするフォルダ]画面に切り替わります。[追加]ボタンをタリックして、プライマリ 
メンパのフォルダを選択します。 
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12. [ レプリケートされるフォルダを追加 ] ウインドウが表示されます。[レプリケートするフォルダ 
のローカルパス] を入力します。 
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レプリケーシヨンフォルダ名を選択または入力します。また、[アクセス許可]ボタンをクリック 
してください。 

[カスタムのアクセス許可]を選択すると、[アクセス許可の編集]ボタンが有効になります。設定 
が完了したら、[〇 K ] ボタンをクリックしてください。 
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13. [レプリケートする フォルダ] 画面に戻ります。[レプリケート フォルダ] に設定した内容が表示さ 
れていることを確認し、 [次へ】 ボタンをクリックします。 
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14. [他のメンバによる”共有名”のローカルパス]画面に切り替わります。[メンバの詳細]欄にメンバ 
になっているサーバー名が表示されていることを確認します。[ローカルパス]が“<無効>”にな 
つているメンバを選択し、[編集]ボタンをクリックします。 
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15. [編集]ウインドウが表示されます。 [メンバシップの 状態] の [有刻を選択し、 [フォルダの ロー 
カルパス] を入力します。設定が完了したら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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16. [他のメンバによる”共有 名” の ローカル パス]画面に戻り、[メンバの詳細]に ローカル パスが表示 
されていることを確認します。すべてのメンバの ローカル パスを設定後、[次へ]ボタンをクリッ 
クします。 



148 



















iStorage NS の共有領域を管理する 


17. [設定の確認およびレプリケーシヨングループの作成]画面に切り替わります。設定内容を確認し、 
[作成]ボタンをクリックします。 
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〇 レプリケーンヨンヴル-プの作成 
ひメン パの作成 

〇 レブリケートフォルダへのアクセス許可の設定 
® レブリケートフォルダの作成 
か メンバシップオブジ I クトの作成 
•81 掊続の作成 

ひ DFS レブリケーンヨンサービスの状態を更新し… 




確認 


スゎブ： 

レブリケーンョン切トブの種類 

名前およ U ドメイン 

レブリケーンョングループのメンバ 

トポロジの逞択 

八ブメンバ 

八ブとスポークの接続 

レブリケーンヨンクループのスケジ 
ユ-ルぉよ U 帯域幅 

ブライマリメンバ 

レブリケートするフォルダ 

他のメンバにおける DfsTargetl 
の□一カルパス 

設定の確器およ U レプリケーンヨ 
ンヴル'-プの作成 


，❼ 1 


タスク 


新しいレプリケーンヨングルーブウイザードを正常に完了しました。 


|ェラ叫 


閉 D る ( Q ) 


18. [作成]ボタンをクリックすると、「確認」画面に切り替わり、レプリケーシヨングループが作成 
されます。正常に作成されると、[タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示されます。[エ 
ラー]タブの画面には、レプリケーシヨングループの作成がエラーになった場合、詳細なエラー 
内容が表示されます。 


新しいレブリケーションクルーブウィザード 


功功功功功功功 
$戈节 4-^ 戈节戈 

I T_< JJo 11 JJIJoiJoTJP 一 J 
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19. [確認]画面の[閉じる]ボタンをクリックすると、[レプリケーシヨンの遅延]ウインドウが表示 
されます。 [0 K ] ボタンをクリックしてウインドウを閉じます。 


レブリケーンヨン©谌廷 


• I 

ち時間およ U ポーリンヴ間隔(こよって異なります。 


厂次回からこの画面を表示しな 0(e) 


20. レプリケーシヨングループが表示されていることを確認してください。 
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3.4.2.3 レプリケートフォルダウイザード 

1. 本書の [3.4.1.3 フォルダターゲットを追加す る 】 を行った後や、名前空間のフォルダターゲッ 
卜を選択し、[レプリケーシ ヨン] タブの[レプリケートフォルダウイザード]をクリックすると、 
レプリケー シヨン グループ作成のウイザードが起動します。 
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2. [レプリケートフオルダウイザード]が起動します。[レプリケーシヨングループ名]、[レプリケ 
ートフオルダの名前]がすでに入力された状態で表示されます。[次へ]ボタンをクリックします。 
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3. [レプリケーシヨンの対象]画面に切り替わります。[詳細]欄にフォルダターゲットが一覧表示さ 
れます。[次へ]ボタンをクリックします。 
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4. [プライマリメンバ] 画面に切り替わります。 [プライマリメンバ] をプルダウンメニューから選択 
し、 [次へ] ボタンをクリックします。 



/ 【注意】プライマリメンバの設定は、初期レプリケーシヨン時のみ利用されます。初期レプリ 



ケーシヨンが完了後、プライマリメンバと他のメンバの区別はなくなります。新規レ 
プリケーシヨングループの初期レプリケーシヨンの際、プライマリメンパ上のフアイ 


V 


ルは他のメンパサーバー上のファイルよりも優先されます。初期レプリケーシヨン時 
にプライマリメンパ以外のメンバサーパーにファイルが存在すると、予期しないファ 
イル消失が発生することがありますので、あらかじめ別フォルダに移動しておく等の 
処置が必要です。 


ノ 
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5. [ト ポロ ジの選択]画面に切り替わります。選択可能な中からト ポロ ジを選択します。 [ハブ およ 
びスポーク] は、 サーバーが 3台以上から選択できるようになります。ト ポロ ジを選択し [次へ] 
ボタンをクリックします。 

• [ハブ アンド スポーク] を選択した場合、手順6「ハブ メンバ」 画面に進んでください。 

• [フルメッシュ] を選択した場合、手順8「レプリケーシヨングループのスケジュールおよび 
帯域幅」画面に進んでください。 

• [トポロジなし]を選択した場合、手順9「設定の確認およびレプリケーシヨングループの作 
成」画面に進んでください。なお、[トポロジなし]を選択した場合、レプリケー シ ヨング ル 
ープの作成完了後に操作ウィンドウの[新しいトポロジ】を用いて、別途トポロジを設定する 
必要があります。 



[トポロジなし]を選択した場合、「警告」ウインドウが表示されます。 [ OK ] をクリックします。 
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6. [ハブメンバ]画面に切り替わります。（ハブ&スポーク選択時） 

[スポーク メンバ]欄より、ハブメンバにするサーバーを選択し、[追カロ]ボタンをクリックします。 
[次へ]ボタンをクリックします。 
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7. [ハブとスポークの接続]画面に切り替わります。 

ハブのメンバを確認して、[次へ]ボタンをクリックします。 
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8. [レプリケーシヨングループのスケジュールおよび帯域幅]画面に切り替わります。帯域幅とスケ 
ジュールを設定します。[スケジュールの編集]ボタンをクリックすると、「スケジュールの編集」 
画面が表示されます。スケジュ'—ルの設定は、本書の 【 3.4. 2. 5レプリケ 1 ~シヨンスケジュ 1 ー ル 】 
の手順2以降を参照してください。 

完了したら、[次へ]ボタンをクリックします。 
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9. [設定の確認およびレプリケーシヨングループの作成]画面に切り替わります。設定内容を確認し 
てください。設定内容が正しい場合は、[作成]ボタンをクリックします。 
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タスク 

你レ プリケーションクループの作成 
办 メンバの作成 

ひ' フォルダセキュリティを更新します。 
〇 レブリケートフォルダの作成 
©メンバシップ オブジ j クトの作成 
ひ フォルダブ□パティを更新します。 
接続の作成 



確認 


ステ9ブ: 


レプリケーンヨンヴル'-プおよ U レ 
ブリケートフォルダの名前 

レプリケーンヨンの対象 

ブライマリメンバ 

トポ□ジの逞択 

ハブメンバ 

八ブとスポークの接続 

レブリケーンヨンヴループのスケジ 
ユールおよ U 帯域幅 

設定の確諮およ U レプリケーンヨ 
ンクループの作成 


抑' レブリケートフォルダウィザードを正常に完了しました0 
タスクトラ -I 


閉 Li る (0) 


10. [作成]ボタンをクリックすると、「確認」画面に切り替わり、レプリケーシヨングループが作成 
されます。正常に作成されると、[タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示されます。 
[エラー]タブの画面には、レプリケーシヨングループの作成がエラーになった場合、詳細なエラ 
一内容が表示されます。 


11. [確認]画面の[閉じる]ボタンをクリックすると、[レプリケーシヨンの遅延]ウインドウが表示 
されます。[〇 K ] ボタンをクリックしてウインドウを閉じます。 


レブ 1 J ケーン3ン®遇廷 



レブリケーンヨンヴルーブのメンバにより構成が取得されるまで、レブリケーンヨンは閉始さ 
れません。実際にかかる B 寺は、 Active Directory ド少 f ンサービスレプリケーンヨン待 
ち0寺間およ U ポーリンヴ間隔によって異なります。 

厂次回からこの画面を表示しない(〇 


レブリケートフオル5ウイサード 


功功功功功功 

i—JorJO■Jo 1 Jo 一 J fJO 
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12. [レプリケー シヨン] タブに、エントリ（レプリケートフオルダ）が表示されていることを確認し 
てください。 
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3 A 2.4 名前空間での共有と公開 

DFS 名前空間に未公開のレプリケーシヨングループを公開および共有する場合は、この操作を行います。 

1. 画面左側コンソールツリーより、共有を公開するレプリケーシヨングループをクリックします。 
[レプリケートフォルダ]タブをクリックし、[公開の状態]が「未公開」となっているエントリを 
選択します。 

画面右側操作ウィンドウに各種操作項目が表示されますので、[名前空間での共有と公開]をクリ 
ックします。 
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2. 「レプリケートフォルダの共有と公開ウイザード」が起動します。レプリケートフォルダの公開 

方法を選択します。 

• [レプリケートフォルダを名前空間で共有および公開する] 

• [レプリケートフォルダを共有する] 

のいずれかを選択し、[次へ】ボタンをクリックします。 
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3. [レプリ ケー トフォルダの共有]画面に切り替わります。[詳網欄の [アクション] 列を確認してく 
ださい。必要に応じて、[編集]ボタンをクリックして新しい共有フォルダ名と共有フォルダのア 
クセス許可を変更および確認します。 
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4. [編集]ボタンをクリックすると、[共有の編集]ウインドウが表示されます。[次の共有フォルダを 
使用]の欄は[新規]が選択されていますので、共有フォルダ名を入力します。 

[新しい共有フォルダのアクセス許可]は必要に応じて選択します。アクセス許可をカスタマイズ 
するには、[すべてのユーザー：カスタマイズされたアクセス許可]を選択し、[アクセス許可の編 
集]をクリックします。[共有のアクセス許可]ウインドウが表示されますので、アクセス許可を 
編集してください。編集が終了したら [ OK ] ボタンをクリックします。「レプリケートフォルダの 
共有」画面に戻ります。 
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5. [レプリケートフォルダの共有]画面で[次へ]ボタンをクリックすると、[名前空間のパス]画面に 
切り替わります。 

※この画面は、「公開方法」で[レプリケートフォルダを名前空間で共有および公開する]を選択 
した場合に表示されます。[レプリケートフォルダを共有する]を選択した場合は、手順8「設 
定の確認およびレプリケートフォルダの作成」画面に切り替わります。 
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6. [名前空間の親フォルダ]に既存の名前空間および作成する名前空間のフォルダを入力します。 
[新しい名前空間]をクリックして、新たに名前空間を作成して、設定することもできます。設定 
が終わったら [0 K ] ボタンをクリックしてウインドウを閉じます。 
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[名前空間のパス]画面に戻ります。[名前空間の親フォルダ]の表示内容を確認してください。[次 
へ]ボタンをクリックします。 
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8. [設定の確認およびレプリケートフォルダの作成]画面に切り替わります。設定内容を確認してく 
ださい。設定内容が正しい場合は、[共有]ボタンをクリックします。 
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タスク 

共有フォルダを作成します。 

11 フォルダを作成します。 

〇 レプリケ-トフォルダを作成します。 

〇 メンバシップオブジ1外？更新します。 


公 


確認 


スゎブ： 

公閉方法 

レプリケートフォルダの共有 

名前空間のパス 

屋安定の 確 誌およ U レプリケートフ 
ォルタの共有 

確$ 


'ぬ、 レプリケ'•トフォルダ®共有と公閉ウィザードを正常に完了しました。 
柳|エラ' ■ | 


PJb5(0 


9. [共有]ボタンをクリックすると、[確認]画面に切り替わり、レプリケートフォルダが作成されま 
す。正常に作成されると、[タスク]タブの画面の項目にチェックマークが表示されます。エラー 
が発生した場合は、[エラー]タブを確認してください。 


レブリケートフオル5の共有と公閉ウィザード 
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10. [確認]画面の[閉じる]ボタンをクリックして、「レプリケートフォルダの共有と公開ウイザード」 
画面を閉じます。 

[レプリケート フォルダ] タブの「公開の状態」が[名前空間に公開]と表示されていることを確認 
します。(名前空間に公開した場合のみ表示されます。共有のみ作成の場合は表示が変わりません。） 
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3.4.2.5 レプリケーシヨンスケジュール 

1. 画面左側コンソールツリーにて、スケジュールを編集するレプリケーシヨングループをクリック 
します。 

画面右側操作ウインドウに各種操作項目が表示されますので、[レプリケーシヨングループスケジ 
ユールの 編集]をクリックします。 
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2. [スケジュールの 編集] ウインドウが 表示され ます。 現在の スケジュールの 設定状況が表示され ま 
す。[基本 スケジュール] の プルダウンメニューからスケジュールを 選択し ます。 曜日と時間が表 
示されている マス 目を選択するか、ドラッグして範囲指定し ます。 [帯域幅使用 率] の プルダウン 
メニューから 回線状況に応じた帯域幅を選択するか、[レ プリケーシヨンなし] を選択し ます。 
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0:00 

0:00 

24 B 寺間 

0:00 

0:00 

24 B 寺間 

0:00 

0:00 

24 B 寺間 

0:00 

0:00 

24 B 寺問 

0:00 

0:00 

24 B 寺問 

0:00 

0:00 

24 B 寺問 

0:00 

0:00 

24 B 寺間 


追加(が.. . J 編集 (£)... I 則除 (.© | 

OK I キャンセル 

--^ 

4. 設定が終わったら、 [ OK ] ボタンをクリックし、ウィンドウを閉じます。 [スケジュールの 編集] 
ウィンドウに戻り、設定内容を確認します。 

5. [OKI ボタンをクリックして、 [スケジュールの 編集]画面を閉じます。 


«詳細 (£) 


3. [詳細]ボタンをクリックすると、スケジュールの詳細が一覧表不されます。設疋内容を編集およ 
び確認してください。なお、[追加]ボタンまたは[編集]ボタンをクリックすると、15分刻みで 
スケジュールの設定が可能です。 


國スケジュール®編集 


基本スゲジュール I 受信 fsij メンバの□一カルタイム 

4- y 






8 10 12 14 16 18 20 71 24 


[ fATT " 

0 B 1 S 
月 B | 日 
火 B | 日 
水皤日 
棚日 
金暍日 
土曜日 


帯域幅使用率 ( B > [lx 



詳細①: 

T 


丁閔始刻 丨終了!!寺刻 


T 11" 


丁帯域幅 


KKK 献 


日日 B B B B 日 

1 BiBiBiBiBiBi 

日月火水木金土 
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3.4.2.6 今すぐレプリケート 

レプリケーシヨンスケジュールを無視して、強制的にすぐにレプリケートを開始することができます。 

1. コンソール ツリーから、レプリ ケー シ ヨングループを 選択し、[接続]タブをクリックします。 

2. メンバをクリックし、画面右側操作ウインドウの[今すぐレプリケート]をクリックします。 



3. [今すぐレプリケート]ウインドウが表示されます。[スケジュールよりも優先する]を選択し、[継続時 
間]と[帯域幅使用率]を選択して [0 K ] ボタンを押します。 


今すぐレブリケート 


送信メンバ⑤： fFILESW 

受信メンバ ( E ): IFILESV 2 


現在のスケジュール (0): |通常のスケジュール 

帯域幅使用率|16 Kbps 


継続時間 (D): 
帯域幅使用率(扭： 




flX 


c 通常のスケジュールを使用 ts(y) 

帯域幅使用率 fi6l(b^ 


OK ] 





キャンセルI 
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4. [スケジュールが 正常に上書きされました]ウインドウが表示されるので、 [ OK ] ボタンをクリックし 
ます。 
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3 . 4 . 2. 7 診断レポートの作成 

1. 画面左側コンソールツリーにて、診断レポートを作成するレプリケーシヨングループをクリック 
します。 

画面右側操作ウインドウに各種操作項目が表示されますので、[診断レポートの作成]をクリック 
します。 
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2. [診断レポート またはテストの種類]の画面が表示されます。[状態レポート]、[伝達テスト]、[伝 
達レポート]から1つ選択します。以降、[状態レポート]の実行例を記述します。 
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3. [レポートのパス] と [レポート 名]に既定の値が設定されています。必要に応じて変更して[次 
へ]ボタンをクリックします。 
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4. [含めるメンバ】画面に切り替わります。[含めるメンバ]にメンバサーバー名が表示されます。除 
外するメンバがある場合は、メンバサーバー名を選択し、[削除]ボタンをクリックします。[次へ] 
ボタンをクリックします。 
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5. [オプション]画面に切り替わります。[ウイザードでバックログファイル数を計算しますか?】では、 
• はい、このレポートでバックログファイル数を計算します 
. いいえ、このレポートでバックログファイル数を計算しません 
のいずれかを選択してください。 

[メ ンバ ごとにレプリケートファイル数とそれぞれのサイズを計算]は必要に応じてチェックを入 
れます。 [次へ] ボタンをクリックします。 
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6. [設定の確認およびレポートの作成]画面に切り替わります。設定内容を確認し、[作成]ボタンを 
クリックします。 



f \ 

【注意】診断レポートが エラーに なった場合、[確認]画面に切り替わります。[タスク]タブの画 
面の項目に 「 X 」マークが 表示されます。 [エラー] タブの画面には、詳細な エラー 内容 
が 表示されます。内容を確認の上、設定を見直し、再度作成してください。 

手順6で[正常に完了したウイザードを閉じる]のチェックを外すと、診断レポートが 
正常に作成された場合でも、[確認]画面が表示されます。 

V J 


183 
























iStorage NS の共有領域を管理する 


7. 初回実行時には、以下のような Internet Explorer のウインドウが表示されます。[追綱ボタンを 
クリックします。 


Internet txplorer 


〇 


下(こ表示されている Web サイトの]ンテンツは 、 Internet 
Explorer セキュリティ強化の橘成によってブロックされていま 
す。 

about ： internet 


閉じる ( C ) 


W Web サイトのコンテンツがブロックされる B 寺は、このメッセージを表示すが〇) 
Internet Explorer t 7 キ 1 り亍ィ弓 h . の核成 <7)1 李糸 HI 杏表汗 U j ます。 


この Web サイトを信賴している場合、信賴済みサイト©リ-ン(こ追加 
すると、低いレペルのセキュリティでサイトを実行できます〇この Web サイ 
卜が□一カルイントラネット(こある埸合、ベルプ ( DI 兑明を#照して、口-力 
ルイントラネットのゾーン(こサイトを追加してください。 


追加 ( A ).. 


ンテンツは低いレベル®セキュリティで実行されます〇これは Internet Explorer などのすべて 
のアブリケーンヨンに影 S します。 


[信頼済みサイト]ウインドウにて、[追加]ボタンをクリックし[閉じる]ボタンをクリックしま 
す。 
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8. [DFS レプリケーシヨンの状態レポート]が表示されます。 
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3.4.2.8 競合発生時の挙動 

複数のサーバーで同時にファイルが更新されると、競合が発生します。 

DFS レプリケーシヨンは、競合を解決するために、以下のような処理を行ないます。 

• ファイル内容の競合の場合：最後の更新を優先し、それ以外の更新は不採用にします。 

• 名前の競合の場合：最初の更新が優先され、それ以外は不採用にします。 

競合の解決の結果、不採用になったファイルやフォルダは、レプリケートフォルダの配下に存在する 
『DfsrPrivate¥ConflictAndDeleted』 フォルダに移動されます。 

なお、 『DfsrPrivate¥ConflictAndDeleted』 フォルダにファイルが移動するときにファイル名が変更されます。 
元のファイル名との対応は、 『DfsrPrivate¥ConflictAndDeletedManifest.xml』 フアイルに記録されています。 

【注意】 DFS レプリケーシヨンが自動的に行なう競合の解決は、不採用になった更新の実行者の 
観点からは予期しないファイル破損と解釈される可能性があります。 

よって、 DFS レプリケーシヨンを利用する際は、競合が発生しないように運用で回避す 
る必要があります。 

V J 

f \ 

【注意】レプリケートフォルダの配下の 『DfsrPrivate』 フォルダは隠しフォルダになっているた 
め、エクスプロ'—ラの表示設定によってはファイルー覧に表示されません。 

また、 『ConflictandDeleted』 フォルダには、 Administrators グループしか参照できない 
ACL が設定されています。 

V J 


f -% 

【注意】 『ConflictAndDeleted』 フォルダ内に保持できるファイルサイズは、デフォルトで 660MB 
までになっています。ディスク使用量がこの値に近づくと 『ConflictAndDeleted』 フ オル 
ダ内のファイルは自動的に削除されます。 

V J 
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3.5 ディスクスペースを 有効活用す る 


Single Instance Storage (SIS) は検出された同ーボリューム内の同ーファイルの物理的なコピーを 
1つだけ保持することでサーバーのデイスク領域を節約します。 


/ 【注意】 


V 


SIS を有効にすることで、 0S の機能やアプリケーシヨンに影響が出る場合がありま 
す。 SIS をご利用になる場合は、他のソフトウェアとの複合的な動作確認を充分に 
行った上で、使用してください。特に以下の注意が必要です。 

• ウイルス対策ソフトウェア製品をご利用の場合、 SIS に対応していることをベ 
ンダーに確認してください。 

• パックアップソフトウェア製品をご利用の場合、 SIS に対応していることをベ 
ンダーに確認してください。 

• ディスククォータ機能とは両立できません。 

• ファイルサーパーリソースマネージャのクォータ 機能とは両立できません。 

• ファイルサーバーリソースマネージャの記憶域レポート機能で、正しい使用量 
が報告されません。 




ノ 


本章では SIS の導入.管理について説明します。 

SIS の操作は、コマンドプロンプトから SISADMIN.EXE にて行います。 
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3.5.1 SIS の概要 

SIS ドライバに含まれている SIS groveler はサーバー上に重複したファイルを検出すると、元のファイ 
ルを SIS common store にコピーし、ファイルが元あった場所にはリンクファイル（リパースポイント）を 
残します。このリンクを SIS リンクといいます。 SIS リンクには、元のファイルの現在の場所、サイズ、 
属性などの情報が格納されています。サーバーに重複ファイルが含まれる場合、これらの重複ファイルは 
SIS common store にコピーされるため使用されるディスク領域は少なくなります。 

SIS リンクされているファイルを変更したり内容を置き換えたりした場合、 SIS リンクは削除されて SIS 
common store 内のバッキングフアイルのコピーに変更を加えたものと置き換えられます。 






【補足】 SIS common store は、 SIS をインストールしたボリ 
テムのみがアクセスできる隠しフォルダです。 


-ムのルートに作成される、シス 


V 




その他に SIS リンクには以下のような特徴があります。 


• SIS リンクの対象は 32KB 以上のファイルとなります。 

• SIS リンクされたファイルは[右クリック] — [ プロパティ ] — [全般]でディスク上のサイズが 
4KB と表示されます。 

• SIS common store 内のバッキングファイルはそのファイルに対する SIS リンクの最後の 1 つが削 
除されるのと同時に削除されます。 
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3.5.2 SIS の導入 


SIS を使用するためには、ボリュームごとに SIS をインストールする必要があります。 

ボリュームに SIS をインストールすると、ボリュームの直下に SIS common store フォルダが作成され 
ます。そのボリュームを SIS ボリュームと呼びます。 

なお、 SIS を導入するためには対象ボリュームが NTFS ファイルシステムであること、システムボリュ 
ーム以外のボリュームであることが必要となります。 


/ 【注意】 


一度 SIS を導入したボリュ 1 ーム （S1S ボリュ 1 ーム）を非 SIS ボリュ'ームに戻す方法 
は、フォーマットのみです。 

SIS 化するボリュームの数は20までにしてください。 

ディスククォータが設定されているボリュームを SIS 化しないでください。 

ファイルサ'ーパ 1 ー リソ^ー スマネ 1 ー ジャのクォ'ータが設定されているボリュ'ーム 
を SIS 化しないでください。 

ファイルサーバーリソースマネージャで記憶域レポートを生成する必要がある 
ボリュームを SIS 化しないでください。ディスク使用量が正しく報告されない場 
合があります。 
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ボリュームに SIS をインストールする手順を以下に記述します。 

1. 管理者メニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. “sisadmin /i <ボリューム名〉”と入力して enter キーを押下します。これにより、ボリュームの 

直下に SIS common store フォルダが作成され、 SIS groveler も開始されます。 


皆理者:コマンドブ□ンブト - cmd - cmd 


匪 BD 


C：¥>sisadmin /i K ： 

SIS はボリューム ’K:’ 上で初期化されています。 
Groveler サービス去 再聞しています… 


C:¥>_ 


同様の操作は、以下のように[共有と記憶域の管理]画面でも実行可能です。 

1. 管理者メニューから[共有と記憶域の管理]を起動し、中央ウィンドウの[ボリューム]タブを 
クリックします。ボリュームを選択し、操作ウインドウの [プロパティ] をクリックします。 
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2. [ ボリュームのプロパティ ] ウィンドウが開きます。 [ 詳細設定 ] タブにある [この ボリュームで 
SIS を有効にする]チェックボックスを有効にすることで、選択したボリュームに対し SIS をイ 
ンストールおよび有効化することができます。 
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3.5.3 SIS に関する情報の表示 


sis について以下のような情報を表示させることができます。 

• SIS がインスト^ールされているボリュ 1 ーム 

• SIS が制御しているファイルの一覧 

• ボリューム上の SIS 使用量についての情報（節約したディスク容量も含む） 

1)SIS がインスト ' ールされているボリュ'ームー'覧の表示 

1. 管理者メニューからコマンドプロンプトを起動します。 


2. “sisadmin” と入力して enter キーを押下します。コマンドの説明表示の後ろに、ボリュームー覧 
が表示されます。 


® 管理者：コマンドブ□ンブト 


C：¥>sisadmin 

SISADMIN [/m くサーバー〉][コマンド] 


有幼なコマンド： 

/? /h 

/i くボリューム〉 


/f [ボリューム] 

/b [ボリューム] 

/r [ボリューム] 
/e [ボリューム] 
/d [ポリューム] 
/v [ボリューム] 
/I [ボリューム] 
h くファイル〉 
/u くボリューム〉 


使用方法を表示します 

ボリュームに SIS をインストールします 

ボリュームで既に SIS が使用されている塌含は、ボリューム 

既存のファイルと有幼/無効の状態が保持されます 

ボリューム上の Groveler サービスをフォアヴラウンドモー 

に設定します 

ボリューム上の Grove ler サービスをパックヴラウンドモー 
に設定します 

フルスキャンを^^始します 

ボリューム上の Grove ler サービスを有効にして閉始します 
ボリューム上の Grove ler サービスを停止して無幼にします 
ボリュームを分析して全体の SIS の使用枯況を Iff] ぺます 
SIS によって制御されたファイルを一覧表示します 
SIS ファイルの情報を表示します 

指定したボリューム上の Grove ler サービスを停止して無効 
にし、そのボリューム上のすぺての SIS ファイルを通常の 
ファイルに変換します 


[ボリューム] 


くボリューム〉 


くファイル〉 


/m くサーバ'-〉 


スペースで区切られたボリュームの一 M です （e: f: s: q:)。 
ボリュームを指定しな L 〗 埸合は、指定したサーノV—のすべての 
SIS ボリュームで悚作が実行されます。 

スペースで区切られたボリュームの一覧です （e: f: s: q:)。 
少なくとも彳つのボリュームを指定必要があります。 

スぺースで区切られたファイルの一冥です。 

各ファイルの完全なローカルバス€%定してください。 

コマンドを実行するサーバーを指定します。 

指定しなし 〗 埸合IよローカルサーノV—が使用されます。 


L ームを一覽表示しています： 


パックグラウンド 
バックヴラウンド 
バックグラウンド 
バックヴラウンド 


ボリューム 


192 










iStorage NS の共有領域を管理する 


2) SIS が制御しているファイルー覧の表示 

1. 管理者メニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. “sisadmin/l <ボリューム名〉”と入力して enter キーを押下します。 


向音理者：コマンドブ□ンブト - cmd - cmd 圏 OQ 


C:¥>sisadmin /I K : 

ボリューム ’ K :’ 上の SIS によって制御されたファイルを一覧表示しています。 
5 df 298 b 2- abcb -11 de -8 G 4 e -00241 d 3 dc 7 b 5 .sis <- テストファイル1 .txt 
5 df 298 b 2- abcb - 11 de -8 G 4 e -00241 d 3 dc 7 b 5 .sis <- K :¥ テストファイル 2 .txt 
2 個の SIS によって制御されたファイルがボリューム ’ K :’ 上に見つかりました。 


C ：¥>_ 


3) SIS 情報の表示 

1. 管理者メニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. “sisadmin/v <ボリューム名〉”と入力して enter キーを押下します。 


㈤ 苷理者：コマンドブ□ンブト - cmd - cmd 


C:¥>sisadmin /v K ： 

^リューム ’ K :’ を分析しています。 

SIS Common Store ディレクトリを分析しています... 

SIS Common Store ディレクトリを分析しています丨が処理済みです。完了しました。 

再解析ボイントを分析しています... 

再解析ボイントを分析しています.. • 2が処理;'斉みです。0は解析されませんでした。完了しました。 


1 

2 

0 

261 KB 

| C ：¥>. 


'-夕を分析しています... 

デ'一5を分析しています ••• 完了しました。 
N == NS 28 P 上のボリューム ’ K :’ の分析バ: 
|共通ストアファイル： 

リンクファイル： 

アクセスできないリンクファイル： 

節約されたスペース： 
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3.5.4 すべての SIS ボリュームで groveler を有効/無効にする 

サーバーマネージャの GUI にてボリューム単位に groveler の有効/無効を設定できますが、一度の操作で 
すべての既存 SIS ボリュームに対して groveler の有効/無効を設定する場合は sisadmin コマンドを使いま 
す。 

groveler は NTFS 上にある同一のファイルを検索、結合しますので、 groveler を無効にすることで新し 
い SIS リンクが作成されなくなります。 

ただし、 groveler を無効にしてもすでに作成された SIS リンクは削除されません。 

必要に応じて有効/無効の切替えを行ってください。 

手順は以下の通りです。 

1) すべての SIS ボリュームで groveler を有効にする 

1. 管理者メニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. "sisadmin /e" と入力して enter キーを押下します。 


向管理者：コマンドブ□ンブト - cmd - cmd 


ボリ〇!ラム 19 E :¥’ 上の Groveler サービスを有効にしています。 

ボリューム ’ K :¥’ 上の Groveler ザービスを有効にしています。 

ボリューム ’ H :¥’ 上の Groveler サービスを有幼にしています。 

ボリューム ’ F :¥’ 上の Groveler サービスを有効にしています。 


C :¥>_ 
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2) すべての SIS ボリュームで groveler を無効にする 

1. 管理者メニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. "sisadmin / d " と入力して enter キーを押下します。 


[^*1 苷理者 : コマンドブ □ ンブト - cmd - cmd HIlIQ 


C：¥>sisadmin /d 

ボリューム ’ E :¥’ 上の Groveler サービスを 無効に しています。 
ボリューム ’ K :¥’ 上の Groveler サービスを 無幼に しています。 
ボリューム ’ H :¥’ 上の Groveler サービスを 無効に しています。 
ボリューム ’ F :¥’ 上の Groveler サービスを 無効に しています。 

C:¥>. 




v 




【注意】これらの操作では、 SIS をインストールしていないボリ 
卜 1 ールされることはありません。 


-ムに§動的に SIS がインス 
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3.5.5 フォアグラウンドモード/バックグラウンドモードの切替え 

システムの負荷が高くないときに groveler を動作させるモードを「バックグラウンドモード」 
groveler を最大のパフォーマンスで動作させるモードを「フォアグラウンドモード」といいます。 
groveler が「フォアグラウンドモード」で処理を完了すると、「バックグラウンドモード」で通常の処理 
を再開します。 

必要に応じてモードの切替えを行ってください。 

手順は以下の通りです。 

1) フォアグラウンドモードに設定する 

1. 管理者メニューからコマンドプロンプトを起動します。 

2. “sisadmin /f くボリューム名 >”と入力して enter キーを押下します。 


•理者：コマントブロンブトニ cmd - cmd _ HIlIQ 

C：¥>sisadmin /f K ： 

ボリューム ’ K :’ 上の Groveler サービスをフォアグラウンドモードに設定しています。 

C ：¥>. 
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2) バックグラウンドモードに設定する 

1. 管理者メニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. “sisadmin /b <ボリューム名 >”と入力して enter キーを押下します。 


EyE •理者：コマントブロンブトニ cmd - cmd _ 

C：¥>sisadmin /b K ： 

ボリューム ’K:’ 上の Grove I er サービスをバックヴラウンドモードに設定しています。 
C：¥>. 
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3.5.6 SIS 化された ファイルを 通常 ファイルに 戻す 

【注意】 ファイルが破損することがありますので、この操作を行なう前に、ウイルス対策ソフ 
トウエアを無効にしてください。 

以下の手順で指定したボリュームの groveler を無効にし、 SIS 化されたファイルを通常ファイルに戻す 
ことができます。 

1. 管理者メニューから コマンド プロンプトを起動します。 

2. “sisadmin /u <ボリューム名 >”と入力して enter キーを押下します。 


[^*1 管理者:コマンドブ□ンブト - cmd - cmd 


C：¥>sisadmin /u K ： 

ボリューム ’ K :’ 上のすべての SIS リンクを通常のファイルに変換しています。 
ボリューム ’ K :’ 上の Groveler サービスを無幼にしています。 

SIS リンク1<:¥亍ストファイル 2. txt を通常のファイルに変換しています。 

SIS リンク K :¥ テストファイル1 . txt を通常のファイルに変換しています。 

ボリューム ’ K :’ 上の2個の SIS リンクファイルが通常のファイルに変換されました。 

C：¥>. 


(T - 

【注意】 




この操作ではドライブのルート直下に存在する SIS common store フォルダは削除 
されません。 

ボリューム容量に十分な空きがない場合、通常ファイルへの変換が失敗します。 


J 
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3.5.7 他機能への影響 

sis を有効にすることで、以下の機能に影響が出る場合があります。 


1) ファイルサーバーリソースマネージャのクォータ 

SIS と同時に使用することはできません。 

2) ディスククォータ 

SIS と同時に使用することはできません。 


3) ファイルサーバーリソースマネージャの記憶域レポート 

ファイルサーバーリソースマネージャ （ FSRM ) で SIS 化されたボリュームの使用量を正しくユー 
ザーに通知しない場合があります。 


【注意】上記項目以外の機能•ソフトウェアでも、何らかの影響が出る可能性があります。 

SIS をご利用になる場合は、他のソフトウェアとの複合的な動作確認を充分に行った 
上で、使用してください。特に、ウイルス対策ソフトウェア製品とバックアップソフ 
トウエア製品は SIS に対応していることを必ずご確認ください。 

V J 
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3.5.8 SIS の注意事項 • 制限事項 

• sis は機密データには使用しないでください。 

以下のマイクロソフト社のサポート技術情報を参照してください。 

Sinale Instance Storage (SIS) should not be used for sensitive information 
http://support.microsoft.com/kb/ 969199 (2010 年 2 月 1 日現在） 


• SIS 化されないファイルが存在します。 

暗号化ファイルシステム (EFS) で暗号化されたファイルやスパースファイルは、 SIS の対象外です。 

• ドライブレターの変更後に Groveler サービスがボリュームを認識できない場合があります。 

SIS が有効になっているボリュームのドライブレターを変更すると、 Groveler サービスはその新し 
い設定をすぐには認識できない場合があります。この問題を修正するには、 sisadmin.exe /I コマン 
ドを使用してください。 

• ウイルス対策ソフトウェアがインストールされている場合、 SIS 化ファイルを通常ファイルに戻す 
際にデータが破壊される可能性があります。 

SIS 化されたファイルを通常ファイルに戻す処理の前にウイルス対策ソフトウェアでの保護を無効 
にし、処理が終わり次第、ウイルス対策ソフトウェアを有効にしてください。 

• SIS 化するボリューム数の上限 

SIS 化するボリューム数は 20 以内にしてください。 
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3.6 シャドウコピー 

ユーザーがローカルのコンピュータ上のファイルを削除した場合、削除したファイルはゴミ箱に保存さ 
れるため、ゴミ箱を空にしない限り、削除したファイルを後から元に戻すことができます。しかし、ネッ 
トワーク経由でサーバー上のファイルを削除した場合、削除したファイルはゴミ箱に残らないため、ファ 
イルを元の状態に戻すことができません。しかし、シャドウコピーサービスを利用すると、サーバー上に 
保存しているファイルを削除した場合、これらをある時点の状態まで戻すことが可能となります。 

シャドウコピーサービスは、ある時点でのボリュームの状態のコピーを保存しておく機能です。ユーザ 
一がサーバー上のファイルを元の状態に戻したい場合、管理者が復元操作を行なう必要はありません。ク 
ライアントコンピュータからネットワーク共有したサーバー上のファイルに対してユーザー自身が復元操 
作を行なうことができます。 

シャドウコピーサービスはスケジューリング機能を持っています。ご使用の環境やファイルの利用方法 
などに基づいてシャドウコピーの作成をスケジューリングし、一定のタイミングで自動的にシャドウコピ 
一を作成することができます。 
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3.6.1 ボリュームシャドウコピーの動作 

シャドウコピーサービスは、サーバー上の特定のファイルに対してシャドウコピーを作成するのではな 
く、ボリューム全体のシャドウコピーを作成します。 

シャドウコピーは、最後に作成されたシャドウコピーから変更があったブロックレベルのコピーを作成 
します。ファイル全体ではなく変更部分のみがコピーされるため、シャドウコピーのために使用されるデ 
ィスク容量は、現時点でのファイルサイズと同じとは限りません。 

シャドウコピーが使用するディスクの最大サイズは、既定ではコピー対象であるボリュームの10%に設 
定されています。シャドウコピーの使用ディスク容量が最大値に達した場合は、最も古いシャドウコピー 
が削除されます。また、1つのボリュームで作成されるシャドウコピーの最大数は64個 （* 注）ですので、 
ディスク使用量が最大値に達していなくても、65個目のシャドウコピーが作成された場合、最も古いシャ 
ドウコピーが削除されます。 


(* 注） 

既定では、最大数は64ですが、レジストリを編集することですベてのボリュームで共通の最大数を設定 
することができます。設定手順については、本書の 【 3.6.7.2 シャドウコピーを世代数で管理する方法につ 
いて】を参照してください。 


シャドウコピーサービスは圧縮ファイルや暗号化ファイルにも対応しています。また、ファイルに設定 
されたアクセス許可も保持しますので、ファイルを復元した場合、以前と同じアクセス許可が割り当てら 
れます。しかし、削除したファイルを復元する場合は、そのファイルにはフォルダの既定のアクセス許可 
が設定されます。 


r 


V 


【注意】シャドウコピーのデータは一時的なものと認識してください。シャドウコピーの使用 
ディスク容量が設定した最大ディスク容量に達した場合、もしくは、シャドウコピー 
の数が既定では65個に達した場合、最も古いシャドウコピーが削除されます。そのた 
め、シャドウコピーを有効にしても通常のバックアップ作業は必要です。大切なデー 
夕については、バックアップソフトウエアを使ってパックアップするようにお願いし 
ます。 




ノ 


-^ 

【注意】シャドウコピーは読み取り専用です。編集はできません。 
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3.6.2 シャドウコピーの設定 

シャドウコピーの設定を行なう際、以下を決定する必要がありますので、運用環境やファイルの利用状 
況などから事前に検討してください。 

• シャドウコピ'—を有効にするボリュ'—ム 
• シャドウコピーのために確保するディスク領域 
• シャドウコピ' —を保存するボリュ 1 —ム 
• シャドウコピー作成のスケジュール 

3.6.2. 1 シャドウコピーを有効にするボリューム 

シャドウコピーは、サーバー上にあるユーザーのファイルを保持しているボリュームに対して有効にし 
てください。システム領域を含むボリューム、仮想メモリのページングファイルや休止ファイルを含むボ 
リュームでは、シャドウコピーを有効にしないでください。 

シャドウコピーは NTFS ボリュームのみに対応しています。 FAT ボリュームでは動作しません。 

f 1 

【注意】 共有フォルダのシャドウコピーに使用するボリュームを最適化（デフラグ）す 
る場合、フォー マッ ト時にクラスタアロケーション ユニッ トサイズを 16KB 以 
上に設定してください。 

V J 

3.6.2.2 シャドウコピーのためのディスク領域 

シャドウコピーが有効になっているボリューム上では、シャドウコピーのためのディスク領域が設定さ 
れます。この領域はシャドウコピーでパックアップするデータを格納する領域で、既定ではそのボリュー 
ムの10%が設定されます。シャドウコピーによるバックアップ量が増え、この領域の使用率が100%に 
達した場合は、新しいシャドウコピーのための空き領域を確保するため、古いシャドウコピーから順次自 
動で削除されます。したがって、そのボリュームに対して更新される頻度（更新量）が多い場合や保持した 
い世代数を多く取りたい場合は、あらかじめその領域を増やす必要があります。 
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3.6.2. 3 シャドウコピーを保存するボリューム 

シャ ドウ コピーを保存するボリュームは、既定では ソース ボリューム（コピー対象の ユーザー データが保 
存されているボリューム）と同じボリュームですが、同じサーバー上の別のボリュームに変更することが 
できます。例えば、 ユーザー データが F :¥ に保存されている場合、 G :¥ などの別のボリュームにシャドウ 
コピー保存のための専用ボリュームを指定するという運用が可能です。 

【注意】シャドウコピーを保存するボリュームを別ボリュームに変更するとパフオーマン 
スが向上します。更新量の多いファイルサーバーの場合は、このような運用をお 
勧めいたします。 

V J 


3.6.2.4 シャドウコピー作成のスケジュール 

シャドウコピーはスケジューリング機能を持っているため、定期的にシャドウコピーを作成することが 
できます。シャドウコピーを有効にすると、既定で平日の午前7時と12時にシャドウコピーを作成するス 
ケジュールが設定されます。これらのスケジュールは変更できますので、 利用 方法に基づいてスケジュー 
ルを設定してください。 


シャドウコピーを頻繁に作成すると、ユーザーが必要とするバージョンのシャドウコピーを復元できる 
可能性が高くなります。しかし、1つのボリュームに作成できるシャドウコピーの数は既定では最大64個 
ですので、シャドウコピー作成の間隔を短くすると早い段階でシャドウコピーが削除されてしまう可能性 
があります。また、作成されるシャドウコピー数が多いほどシャドウコピーによる消費ディスク領域も増 
えますので、ご利用の環境に合わせてスケジュール設定のご検討をお願いいたします。 


<? $ 

【注意】シヤドウコピーを作成する頻度は、1時間につき1回までにしてください。 
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3.6.3 操作の説明 

シャドウコピーの設定画面は以下の手順で表示することができます。 

1. エクスプローラを開き、対象のボリュームを右クリックして、[シャドウコピーの構成]もしくは 
[プロパティ]を選択します。 



f === \ 

【注意】シャドウコピーはデータボリュームを対象とした機能です。したがって、システム領 
域を含むボリューム、および、仮想メモリのページングファイルや休止ファイルを 
含むボリュームを選択しないでください。 

\ - J 
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2. 表示されるダイアログで [シャ ドウ コピー] タブを選択してください。 （ 手順1.で [シャ ドウ コ 
ピーの 構成]を選択した場合は、タブの選択は不要です。）次の シャ ドウ コピー 画面が表示されま 
す。 



シャドウコピー画面では、次の情報が表示されます。また、このシャドウコピー画面で様々なタスクを 
実行できます。対象のボリュームをチェックし、各操作ボタンをクリックしてください。 

. [ボリューム] 

シャドウコピーサービスを利用できるサーバー上のボリュームがすべて表示されます。シャドウコ 
ピーは、 NTFS ファイルシステムのデータボリュームのみで使用できます。シャドウコピーを管理 
するには、ここで対象のボリュームを選択して、実行するタスクを選択します。 

• [次回実行時刻] 

ボリュームのシャドウコピーサービスが有効な場合、次にシャドウコピーを作成する日時が表示さ 
れます。 


206 





































iStorage NS の共有領域を管理する 


• [共有数] 

ボリュ 1 ーム上に存在する共有フォルダの数が表示されます。この情報は、ボリュ'—ムのシャドウコ 
ピーを有効にするかどうかを判断するときに役立ちます。 

• [使用領域] 

シャ ドウコピーが使用しているディスク容量がボリュームごとに表示されます。 

• [有効]ボタン 

選択したボリュームのシャドウコピーを作成し、スケジュールを有効にします。 

• [無効]ボタン 

選択したボリュームのスケジュールを無効にします。スケジュールを無効にすると保存していた 
シャ ドウ コピーは すべて削除されます。 

• [設定]ボタン 

選択したボリュームのスケジュールやシャドウコピーのための記憶域容量の設定を行ないます。 

. [選択したボリュームのシャドウコピー] 

保存されているシャドウコピー(作成された日時）が表示されます。 

• [今すぐ作成]ボタン 

選択したボリュームのシャドウコピーを手動で作成します。 

• [今すぐ削除]ボタン 

シャ ドウ コピーの 削除を行ないます。保存されている シャ ドウ コピーの 一覧から削除したい シャド 
ウ コピーを 選択し、[削除]ボタンを クリックして ください。 

• [元に戻す]ボタン 

シャ ドウコピ' —からボリュームの復元を行ないます。保存されている シャ ドウコピ 1 —の与覧から元 
に戻したいシヤドウコピーを選択し、[元に戻す]ボタンをクリックしてください。指定したボリュ 
ーム全体を元の状態に戻します。 
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3.6.3. 1 シャドウコピーの有効/無効 

ボリュームのシャドウコピーを有効にすると、いくつかの処理が自動的に実行されます。選択したボリ 
ュームのシャドウコピーが1つ作成され、シャドウコピーの最大記憶域が設定されます。さらに、月曜か 
ら金曜までの午前7時と12時にシャドウコピー作成のスケジュールが設定されます。単にシャドウコピ 
一を作成した場合は、ボリュームのコピーが1つ作成されるだけでスケジュールは設定されません。 

また、ボリュームのシャドウコピーを無効にすると、そのボリューム上に存在するすべてのシャドウコ 
ピー、およびシャドウコピーのスケジュールが削除されます。 

ぐンャドウコピーを有効にする前に〉 

シャドウコピーを有効化するボリュームを最適化（デフラグ）する場合、フォーマット時にクラスタ 
アロケーションユニットサイズを 16 KB 以上に設定してください。16 KB 以上に設定しないと、最適化 
(デフラグ）を行なった場合にシャドウコピーが削除されてしまうことがあります。 

また、システム領域を含むボリューム、および、仮想メモリのページングファイルや休止ファイルを 
含むボリュームではシヤドウコピーを有効にしないでください。 
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3.6.3. 2 シャドウコピーの作成 

シャドウコピーの作成は、スケジューリングによる作成と手動での作成の2つの方法があります。手動 
でシャ ドウコピーを作成する場合は、 シャ ドウコピー画面にて、対象のボリュームを選択し、[今すぐ作成] 
ボタンをクリックしてください。スケジューリングによるシャドウコピーの作成については、本書の 【王 
6.3.4 スケジュ 1 — ルの 設定】 で 説明します。 



3.6.3.3 シャドウコピーからの復元 

保存されているシャドウコピーから、ファイルやフォルダを復元したい場合、サーバー側からの操作と 
クライアント側からの操作があります。 

サーバー 側から復元操作を行なうには、シャドウコピー画面にて、対象ボリュームを選択し、[元に戻す] 
ボタンをクリックします。サーバー側からの復元は、対象のボリューム全体を復元しますが、クライアン 
卜から復元を行なう場合は、特定のファイルやフォルダを選択し、復元することができます。 

詳細な復元手順は 【3.6.5 Windows クライアントからの復元 操作】を参照してください。 
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3.6.3.4 スケジュールの設定 

1. 以下のシャドウコピー画面にて、対象のボリュームを選択し、[設定]ボタンをクリックします。 
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2. 以下の画面が表示されるので [スケジュール] ボタンをクリックします。 
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3. 以下のスケジュールの設定画面が表示されます。 



スケジュールの設定画面では次の操作を行なうことができます。 

1) 新規 

新規にスケジュールを設定します。新規にスケジュールを作成する場合は、[新規]ボタンをクリック 
し、シャドウコピーの作成頻度 （1 回のみ/毎日/毎週/毎月）、スケジュールを開始する日時を指定 
してください。 

2) 削除 

スケジュ ' ールの削除を行ないます。現在登録されているスケジュ ' ールー'覧が表示されていますので、 
削除したいスケジュールを選択し、[削除]ボタンをクリックしてください。 

3) 詳細設定 

スケジュール オプ シヨンの 詳細設定が表示されます。 


/? 

【注意】シャドウコピーの作成頻度は、1時間につき1回までにしてください。 
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3.6.3.5 シャドウコピー記憶域の設定 

ボリュームの シャドウ コピーの 設定およびシャドウ コピーの 数に関する情報が表示されます。 この 画面 
でシャドウコピーが使用できる最大デ イス ク容量を設定することができます。 

1. シャドウコピー管理画面にて、対象のボリュームを選択し、[設定]ボタンをクリックします。 



213 


































iStorage NS の共有領域を管理する 


2. 以下の設定画面で、シャドウコピーの記憶域のボリューム、およびサイズを変更できます。シャ 
ドウコピーが使用できる最大 ディスク 容量の既定値は、 ソース ボリュームのサイズの10%です。 
この値は変更することができますが、この値を大きくしても1つのボリュームに作成できるシャ 
ドウコピーは既定では最大64個です。 
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3. [詳細]ボタンをクリックすると、以下の画面が表示され、シャドウコピー記憶域の情報が表示さ 
れます。 



[使用領域] 

シャ ドウコピーが使用しているディスク容量が表示されます。 

[最大サイズ] 

シャドウコピーが使用できる最大デ イス ク容量が表示されます。 



f" 乃 

【注意】 シャ ドウコピーのための記憶域を別のボリュームに変更する前に、すべての シャ ドウコ 
ピーを削除する必要があります。 

^- J 
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3.6.4 シャドウコピークライアントのインストール 


Windows XP (*1 )、Windows 2000 ( SP 3 以降）に関しては、シャドウコピーにアクセスするためのシャ 
ドウコピークライアントのインストールが必要となります。なお 、 Windows XP、Windows 2000よりも前 
の OS は、シャドウコピーにアクセスすることはできません。 

(*1 ) Windows XPSP 2 を適用するとシャドウコピークライアントが自動的にインストールされます。 

3.6.4. 1 クライアントのインストール手順 

Windows XP、Windows 2000クライアントの場合は、マイクロソフトのホームページから、シャドウ 
コピークライアントセットアップモジュールをダウンロードし、インストールを行なってください。 


http :// www . microsoft . com/downloads た letails . aspx ? displavlanq = ia & FamilvlD = e 382358 f -33 c 3-4 de 7- acd 8- a 3 

3 ac 92 d 295 e 

(2010 年2月1日現在） 


1. クライアントコンピュータで[ダウンロード]リンクをクリックして、ダウンロードを開々台して 
ください。 

2. すぐにインストールを行なう場合は、[開く]をクリックしてください。後でインストールを行な 
う場合は、[保存]をクリックしてください。 

クライアントモジュールをインストールすることで、ネットワーク共有上のファイルおよびフォルダの 
[プロパティ]ダイァログボックスに[以前のパージョン]タブが追加されます。ユーザーは、[以前のバー 
ジョン]タブにある[表示]、 [コピー]、 [復元]の3つのオプションをそれぞれ選択することができます。 
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3.6.5 Windows クライアントからの復元操作 

シャドウコピーサービスを 利用して ファイルやフォルダの 復元 （コピー） 操作を行なう場合は、 クライア 
ントコンピュータ上のエクスプローラから 操作を行ないます。 

3.6.5.1 削除したファイルの復元 

削除したファイルを復元する場合は、以下の手順に従って、クライアント上のエクスプローラから操作 
を行ないます。 

1 . 削除したファイルが格納されていた共有フォルダを選択します。 

2. 選択したフォルダ内で右クリックし、 [プロパティ] メニューをクリックします。 



217 










































iStorage NS の共有領域を管理する 


3. プロパティ画面にて[以前のバージョン]タブをクリックします。 



4. 削除される前のファイルを含むフォルダのバージョンを選択し、[表示]ボタンをクリックします。 

5. 復元したいフアイルを選択します。 
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元の場所(共有フォルダ)にファイルを復元したい場合は[復元]ボタンをクリックしてください。また、 
他の場所に復元（コピー）したい場合は、[コピー]ボタンをクリックしてください。クライアントの 
0 S によっては、画面下の[表示]、[コピー]、[復元]ボタンが表示されませんので、その場合は、復元 
したいファイルを選択し、右クリックにて表示されるメニューから[コピー]を選択し、ファイルの復 
元（コピー）を行ってください。 


3.6.5.2 更新したファイルの復元 

誤って更新したファイルや壊れたファイルを復元する場合は、以下の手順に従って、クライアント上の 
エクスプローラから 操作を行ないます。 

1. 誤って更新したファイル（もしくは壊れたファイル）を選択します。 

2. 選択したファイルを右クリックし、 [プロパティ] をクリックします。 



逞択されたオブジェクトのブ□パティを表示します。 
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3. プロパティ画面にて[以前のバージョン]タブをクリックします。 



4. 戻したいバージョンを選択し、[復元]ボタンをクリックすれば、元の場所へ復元ができます。また、 
別の場所へ復元したい場合は、[コピー]ボタンをクリックして、戻したい場所を選択します。 

なお、[表示]ボタンをクリックするとファイルを開きます。 
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3.6.5.3 フォルダの復元 

フォルダを復元したい場合は、以下の手順に従って、クライアント上のエクスプローラから操作を行な 
います。 

1. 復元したいフォルダを選択します。 

2. 右クリック にて[プロパティ] をクリックし 、プロパティ 画面に て[以前のパージョン] タブをクリッ 
クします。 



3. 復元したいバージョンを選択し、元の場所に復元したい場合は[復元]ボタンをクリックします。他 
の場所へ復元したい場合は、 [コピー] ボタンをクリックし、 コピー 先を指定します。 

なお、[復元] ( または [コピー]) を選択すると、そのフォルダだけでなくサブフォルダまで、すべて 
復元（または コピー） されます。 

【注意】[復元]操作を実施しても、シャドウコピー作成後に作成されたファイルが削除されるこ 
とはありません。 
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3.6.6 UNIX クライアントからの復元操作 

UNIX クライアントからファイル、フォルダを復元することが可能です。 

シャ ドウコピーは NFS 共有直下に、”. @ GMT - (日付广というフォルダとして表示されます。 UNIX クライ 
アントから復元操作を行なう場合は、該当する日時の シャ ドウコピーのフォルダ配下より復元したいフォ 
ルダまたはファイルをコピーしてください。 

フォルダ名に設定されている日時はグリニッジ標準時にて設定されています。 



【注意】シャドウコピーは読み取り専用です。編集はできません。 


Tera Term -1 92.168.4.5 VT 
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3.6.7 シャドウ コピーサービス に関する注意事項 

. シャドウコピーは、 NTFS ファイルシステムのデータボリュームのみに対応しています。 FAT フ 
ァイルシステムには対応していません。 

. システム領域を含むボリューム、および、仮想メモリのページングファイルや休止ファイルを含む 
ボリュームでは、シャドウコピーサービスを有効にしないでください。 

• シャドウ コピーは 1つのボリ ューム につき既定では最大64個まで作成できます。それ以上シャドウ 
コピーが 作成された場合、 一番 古いシャドウ コピーが 削除されます。 

• シャドウコピーが使用する記憶域サイズの制限を小さくするときは注意が必要です。現在、シャド 
ウコピーで使用している合計サイズより小さレ、サイズを設定すると、新しいサイズ制限に合わせて 
古いシャドウコピーが削除されます。削除されたシャドウコピーは元に戻すことができません。 

• シャドウコピーを有効にするボリュームで最適化（デフラグ）を実行する予定がある場合は、その 
ボリュームを16 KB 以上のアロケーションユニットサイズでフォーマットしてください。 16 KB 
未満の場合、ボリュームを最適化（デフラグ）した結果、シャドウコピーが削除されることがあり 
ます。 

• シャドウコピーの作成頻度は、1時間に1回までにしてください。 

. シャ ドウコピー作成のスケジュールは、パックアップツール等との動作時刻と重ならないような時 
間帯を設定してください。 

• 管理者は、ユーザーに対して、シャドウコピーがどれくらいの頻度で作成されるのかを通知してお 
いてください。また、作成できるシャドウコピー数は既定では64個までであり、その後は最も古い 
コピーが削除されることも通知する必要があります。 

. シャドウコピーを設定していたボリュームを削除する場合、事前にシャドウコピーのスケジュール 
設定を削除してください。 

. イベントログに大量の「ソース： VSS イベント ID : 7001」のイベントが記録される場合、タスクス 
ケジューラに存在しないボリュームに対するシャドウコピーのタスクが存在しないか確認し、もし 
存在する場合はスケジュールされたタスクを削除してください。 

• シャドウコピー記憶域が拡張できない場合、シャドウコピーがすべて削除されることがあります。 
詳細および回避策については [3.6.7.1 高負荷状態でシャドウコピーが削除される現象に ついて 】 
および 【3.6.7.3 予期せずシャドウコピーがすべて削除される現象に ついて】に記載いたします。 
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3.6.7.1 高負荷状態でシャドウコピーが削除される現象について 

シャドウコピーサービスを有効にし、そのボリュームでファイル更新等の操作を行なうと差分情報をシ 
ャドウコピーの記憶域に書き込みますが、記憶域が不足すると記憶域を必要に応じて制限値まで拡張させ 
ます。しかし、高負荷の入出力処理が続き、そのシャドウコピー記憶域の拡張が間に合わなくなった場合、 
シャドウコピーの仕様により保存しているシャドウコピーがすべて削除されます。 

シャ ドウコピーの記憶域の初期値は 300 MB ですが、それでも不十分でシャドウコピーがすべて削除されて 
しまう場合は、この値を変更してください。ディスクに余裕がある場合は、この値をさらに大きく設定す 
ることをお勧めいたします。最大 3GB まで設定可能です。シャドウコピーの記憶域の初期値を変更する 
場合は、次の手順に従って操作を行なってください。 

f - ^ 

【注意】 レジストリエディタの使い方を誤ると、深刻な問題が発生することがあります。 

最悪の場合、オペレーティングシステムの再インストールが必要になることがあり 
ます。弊社ならびにマイクロソフト社は、レジストリエディタの誤用により発生 
した問題に関しては、 j ■切責任を負わないものとします。レジストリエディタは、 
お客様の責任においてご使用ください。 

V_ J 

<事前確認> 

シャ ドウコピーの記憶域の初期値を設定する前に、以下を確認してください。 

1. シャドウコピーの記憶域のボリュームに、設定したい初期値分の空きがあること。 

2. シャドウコピーの記憶域の最大値が、設定したい初期値より大きく設定されていること。 

<初期値の変更手順> 

以下の手順に従って、レジストリの値を変更してください。 

1. リモートデスクトップにて、 iStorage NS にログオンします。 

2. レジストリエディタを起動し、次のレジストリキーを選択します。 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥VolSnap 

3. [編集]メニューの[新規]を選択し、 [DWORD 値]をクリックします。 

4. MinDiffAreaFileSize と入力し、 Enter キーを押します。 

5. [編集]メニューの[修正]をクリックします。 

6. 設定するシャドウコピーの記憶域の初期値を入力し、 [0K】 ボタンをクリックします。 

7. レジストリエディタを終了します。 

8. リモートデスクトップをログオフします。 
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このレジストリ値 MinDiffAreaFileSize には、シャドウコピーの記憶域の最小サイズを指定します。既 
定値は300 MB 、 設定可能な最大値は 3 GB です。 （ レジストリに10進数で300を指定すると300 MB 、 
3000を指定すると 3 GB です。）なお、設定は300 MB の倍数を設定してください。300 MB の倍数でな 
い値を設定すると、次に大きい 300 MB の倍数の値が使用されます。 






【注意】この値には、シャドウコピーの記憶域の最大サイズを超える値を設定しないでくださ 
い。シャドウコピーが正常に機能しない場合があります。 


3.6 J .2 シャドウコピーを世代数で管理する方法について 

シャドウコピ'一の世代数はボリュ'ームごとに設定することはできませんが、す ベての ボリュ'ームに対し 
て同じ最大数であれば、以下の手順で設定可能です。 

f \ 

【注意】 レジストリ エディタの 使い方を誤ると、深刻な問題が発生することがあります。 

最悪の場合、オペレーティングシステムの再インストールが必要になることがあり 
ます。弊社ならびにマイクロソフト社は、レジストリエディタの誤用により発生 
した問題に関しては、 j ■切責任を負わないものとします。レジストリエディタは、 
お客様の責任においてご使用ください。 

V_ J 

1. リモートデスクトップにて、 iStorage NS にログオンします。 

2. レジストリエディタを起動し、次のレジストリキーを選択します。 

HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SYSTEM ¥ CurrentControlSet ¥ Services ¥ VSS¥Settings 

3. [編集] メニューの [新規]を選択し、 [DWORD 値]をクリックします。 

4. 名前に MaxShadowCopies と入力し、 Enter キーを押します。 

5. " MaxShadowCopies " をダブルクリックし、 10 進数を選択して指定したい値を入力します。 

6. レジストリエディタを終了して、システムを再起動します。 

なお、指定できる最大数は 64 です。また、シャドウコピー記憶域が指定されたサイズに達した場 
合は、指定された世代の最大数より少なくても、最も古いシャドウコピーが削除されます。 
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3.6.7.3 予期せずシャドウコピーがすべて削除される現象について 

シャドウ コピー 記憶域が同ー ボリューム （既定値）に設定している場合、イベントログに Volsnap のイ 
ベント ID :33 が大量に記録され、予期せずシャドウコピーがすべて削除される現象が発生することがあり 
ます。 

回避策は以下の通りです。 

春シャ ドウ コピー 記憶域を同ー ボリューム のままで運用する場合、 シャ ドウ コピーの 世代数を少なくす 
ることで本現象が発生する確率を下げることができます。ただし、完全には回避できないため、暫定 
冋避策となります。 

春本現象を完全に回避するためには、以下のような設定にする必要があります。 

• シャ ドウコピーが設定されていない別のボリュームを用意する。 

• 問題を回避する必要があるボリュームの シャ ドウコピー記憶域の設定で、上記の別ボリュームを指 
定する。 
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